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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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  序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 品目数量を ご 確認下さ い 。品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 本体本体 11 台台

◆◆ 調歩同期調歩同期 R S232CR S232C 用ク ロ ス ケ ー ブ ル用ク ロ ス ケ ー ブ ル 1.8m1 . 8m 11 本本

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス とピ ン オ ス と Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定に 使用し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定に 使用し ま す 。 (7 (7--6)6)

(Dsub25/RS232C(Dsub25/RS232C モ デ ル の み添付モ デ ル の み添付))

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

※※ 設定に 必要な通信ソ フ ト設定に 必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ー ド し て く だよ り ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ

さ い 。さ い 。

詳し い 使い 方は、詳し い 使い 方は、 同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。同時に ダ ウ ン ロ ー ド さ れる 専用マ ニ ュ ア ル を ご 参照く だ さ い 。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /



序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

22

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは RoHSRoHS 指令に 対応し て い ま す 。指令に 対応し て い ま す 。

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは LAPLAP--BB プ ロ ト コ ル とプ ロ ト コ ル と TCPTCP//IPIP プ ロ ト コ ル を 内蔵し て お り 、プ ロ ト コ ル を 内蔵し て お り 、

LAPLAP--BB 機器は機器は Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACを 介し てを 介し て UNIXUNIXマ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通信す るマ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る

こ と が で き ま す 。こ と が で き ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に 内蔵さ れて い るに 内蔵さ れて い る LAPLAP--BB プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル ※※ 11 はは HDLC (HDLC (ハ イ レ ベ ルハ イ レ ベ ル

デ ー タ リ ン ク 制御手順デ ー タ リ ン ク 制御手順) ) のの BAC (Balanced operation Asynchronous balancedBAC (Balanced operation Asynchronous balanced

mode classmode class// 平衡型非同期平衡モ ー ド ク ラ ス平衡型非同期平衡モ ー ド ク ラ ス ) ) の 基本機能に 付加機能の 基本機能に 付加機能 2,82,8 を 追加を 追加

し た サ ブ セ ッ ト で す 。し た サ ブ セ ッ ト で す 。 付加機能付加機能 2,82,8 は以下の 通り で す 。は以下の 通り で す 。

22．． REJREJコ マ ン ド ／レ ス ポ ン ス の 追加コ マ ン ド ／レ ス ポ ン ス の 追加

88．． II レ ス ポ ン ス 削除レ ス ポ ン ス 削除

※※ HDLCHDLC 手順は以下の よ う な特徴が あ り ま す 。手順は以下の よ う な特徴が あ り ま す 。

▼任意の ビ ッ ト パ タ ー ン の 送出が 可能▼任意の ビ ッ ト パ タ ー ン の 送出が 可能

▼受信側か ら の 応答を 待た ず に 、▼受信側か ら の 応答を 待た ず に 、 連続し て デ ー タ の 伝送が 可能。連続し て デ ー タ の 伝送が 可能。

▼デ ー タ を 両方向同時伝送▼デ ー タ を 両方向同時伝送 ( (全二重全二重) ) が可能。が可能。

▼誤り 制御が 厳密▼誤り 制御が 厳密

※※ フ ァ －ム ウ ェ ア の 入れ換え に よ り フ リ －ラ ン へ の 対応も 可能で す 。フ ァ －ム ウ ェ ア の 入れ換え に よ り フ リ －ラ ン へ の 対応も 可能で す 。弊社ユ －ザ サ弊社ユ －ザ サ

ポ －ト へ ご 相談下さ い 。ポ －ト へ ご 相談下さ い 。

◆◆ Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/ACは非同期平衡モ ードは非同期平衡モ ード  (ABM)  (ABM) で、で、 手順ク ラ ス は手順ク ラ ス は LAP-BLAP-Bで動作し ま す。で動作し ま す。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で サ ポ ー ト さ れる コ マ ン ド 及び レ ス ポ ン ス は以下で す 。で サ ポ ー ト さ れる コ マ ン ド 及び レ ス ポ ン ス は以下で す 。

コ マ ン ド 　コ マ ン ド 　 ：： II，， RRRR，， RNRRNR，， SABMSABM，， DISCDISC　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

レ ス ポ ン スレ ス ポ ン ス ：： RRRR，， RNRRNR，， FRMRFRMR，， UAUA，， DMDM　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

RoHSRoHS 指令と は指令と は

20032003 年年 11 月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に 含ま れる 特定有害物質は電子電機機器に 含ま れる 特定有害物質  ※※    のの

使用を 制限す る 制定を 可決い た し ま し た 。使用を 制限す る 制定を 可決い た し ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年 77 月月 11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を 含む 対象そ れ以降特定有害物質を 含む 対象

製品は原則と し て 同地域で は販売す る こ と が で き ま せ ん 。製品は原則と し て 同地域で は販売す る こ と が で き ま せ ん 。

※※ 特定有害物質特定有害物質 66 品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ー ル多臭素化ビ フ ェ ニ ー ル ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ル エ ー テ ル多臭素化ビ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ) ) 」」
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◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側は、イ ー サ ネ ッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 TELNETTELNET※※ 22 を 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。を 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPｿｹｯﾄIPｿｹｯﾄを 用い てを 用い て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC と 通信を 行い ま す 。と 通信を 行い ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 側／ホ ス ト 側の ど ち ら側／ホ ス ト 側の ど ち ら

か ら も 可能で す 。か ら も 可能で す 。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定

が 可能で す 。が 可能で す 。 こ れら の 条件設定は、こ れら の 条件設定は、 フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROM (ROM (電気的消去電気的消去・・ 編集可能編集可能) ) にに

記憶さ せ ま す 。記憶さ せ ま す 。 設定は、設定は、 HDLCHDLC ポ ー ト を 設定時の みポ ー ト を 設定時の み RS232CRS232C チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  ( (ま た はま た は

RS422RS422チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ) ) と し て 使用し タ ー ミ ナ ル ソ フ ト ＋パ ソ コ ン のと し て 使用し タ ー ミ ナ ル ソ フ ト ＋パ ソ コ ン の RS232C (RS422RS232C (RS422

モ デ ル は変換器が必要モ デ ル は変換器が必要) ) を 使用し た 方法とを 使用し た 方法と TELNET LOGINTELNET LOGINに よ る 方法が可能で す。に よ る 方法が可能で す。

◆◆ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 Dsub25Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス  ( (電気的特性電気的特性：： RS232C) RS232C) ま た はま た は Dsub15Dsub15 ピピ

ン メ スン メ ス  ( (電気的特性電気的特性：： RS422) RS422) か ら 選択が 可能で す 。か ら 選択が 可能で す 。 ( (ご 注文時に ご 指定く だ さ い 。ご 注文時に ご 指定く だ さ い 。))

※※ 11：： TCPTCP//IPIPとと LAPLAP--BBと い う 異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、と い う 異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、一部機能に 制一部機能に 制

限が あ り ま す 。限が あ り ま す 。  ( (詳細は第詳細は第 33 章、章、 第第 44 章、章、 第第 55 章を 参照下さ い章を 参照下さ い ))

※※ 22：： ネ ッ ト ワ ー ク 端末よ りネ ッ ト ワ ー ク 端末よ り Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に 対し てに 対し て TELNETTELNET　　 LOGINLOGIN を 行うを 行う

事で事で Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/AC の 設定値変更／の 設定値変更／Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/ACの 再起動が可能で す。の 再起動が可能で す。

※※ Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/AC のの HDLCHDLC ポート は送信／受信ク ロ ッ ク に よ り 同期を 取っ て 動作しポート は送信／受信ク ロ ッ ク に よ り 同期を 取っ て 動作し

ま す。ま す。ク ロ ッ ク 信号の無いク ロ ッ ク 信号の無いHDLCHDLC機器と は接続出来ま せん。機器と は接続出来ま せん。 (DPLL (DPLL回路は未搭載です。回路は未搭載です。))

※※ 本製品は異なる プ ロ ト コ ル の 同期を と り ま す が 、本製品は異なる プ ロ ト コ ル の 同期を と り ま す が 、異常系の 事象に よ っ て は、異常系の 事象に よ っ て は、通信通信

の 継続が 出来ない 場合が あ り ま す 。の 継続が 出来ない 場合が あ り ま す 。

こ の よ う なケ ー ス で は、こ の よ う なケ ー ス で は、 一旦、一旦、 切断処理を 行い ま す 。切断処理を 行い ま す 。

切断後は、切断後は、 再度接続を 行う 事に よ り 通信の 再開を 可能と し ま す 。再度接続を 行う 事に よ り 通信の 再開を 可能と し ま す 。

※※ 異常系の 動作に つ い て は、異常系の 動作に つ い て は、ご 使用環境に お い て 十分な検証を 行っ た 上で 検討さ れご 使用環境に お い て 十分な検証を 行っ た 上で 検討さ れ

て い る シ ス テ ム に て 運用可能で あ る か の 判断を 行っ て く だ さ い 。て い る シ ス テ ム に て 運用可能で あ る か の 判断を 行っ て く だ さ い 。

例例))伝送が 継続出来ない 異常が 発生の 場合は、伝送が 継続出来ない 異常が 発生の 場合は、一旦、一旦、HDLCHDLC側及び側及び LANLAN 側に 対し て 切側に 対し て 切

断処理を 行い ま す 。断処理を 行い ま す 。

通信を 継続す る に は、通信を 継続す る に は、 再度、再度、 開設し て か ら 通信を 再開す る 事と なり ま す 。開設し て か ら 通信を 再開す る 事と なり ま す 。

再開設ま で の 許容時間等は、再開設ま で の 許容時間等は、シ ス テ ム に 依存し ま す の で 検討が 必要な事項と なりシ ス テ ム に 依存し ま す の で 検討が 必要な事項と なり

ま す 。ま す 。
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序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方

初め て初め て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC を ご 使用に なる 場合は、を ご 使用に なる 場合は、 こ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなこ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みな

が ら 実行し て 下さ い 。が ら 実行し て 下さ い 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は使用に 先立ち 、は使用に 先立ち 、 11 台台 11 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま

せ ん の で 、せ ん の で 、 必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。

[第2章 簡単な通信テ ス ト ]を 参照に し て 2点間の 物理的な接続を 確認し ま す 。

[第3章 伝送仕様に つ い て ] [第4章 情報フ レ ー ム 送受信時の 誤り 回復動作] を

よ く お 読み頂い た 上で 、 シ ス テ ム 構成で 必要な 設定を 行い ま す 。

[第6章 使用例] を 参照に し て 実際の 通信を 行い ま す 。 HDLC/RS232C機器を

接続時に は [第7章 物理的仕様] の 中に RS232Cケ ー ブ ル 接続の 例が あ り ま す の

で 接続機器に 合わ せ た ケ ー ブ ル を ご 利用下さ い 。

[第1章 通信を 行う 前の 準備] を 参照に し て Enet-HDLC/ACに 動作条件を 設定し

ま す 。

イ ー サ ネ ッ ト

ハ ブ

Enet-HDLC/AC

HDLC相手機器

UNIXマ シ ン

W indowsPC等の

ネ ッ ト ワ ー ク 機器

1 0/100Ba se

HDLC

Enet-HDLC/AC

イ ー サ ネ ッ ト

他の Enet

シ リ ー ズ

端末機器等

ハ ブ

Enet-HDLC/AC

HDLC相手機器

10/1 00Ba se

HDLC

Enet-HDLC/AC
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序－４ 　 各部の 名称と 働き序－４ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

Enet-HDLC/AC
Et her net /HDLC PROG POWER CONNECT

PROG/

PACKET

電源投入と と も に 赤に 点灯

PACKET

TCP、 プ ロ －ド キ ャ
ス ト パ ケ ッ ト 送受信

時に 緑で 点滅

P R O G R A M /C O N N E C T

TC P /I P 開設時、 緑で 点灯、
プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時、 赤で

点灯

電源投入時、 押下し て い る と 、 通信条件固

定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド か ら 起動す る

POW ER

PROG

10/100Base HDLC

1 0 /1 0 0 B a s e

コ ネ ク タ
ACケ ー ブ ル

HDLC (RS232Cモ デ ル ) Dsub 25ピ ン メ ス (DTE配列) 止め ネ ジ M2.6

HDLC (RS422モ デ ル ) Dsub 15ピ ン メ ス 止め ネ ジ M2.6

FG 端子
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◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ H D LCH D LC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル ま た はコ ネ ク タ 部の 総称に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル ま た はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ 自機自機

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

◆◆ 相手機器相手機器

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッイ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ

ト ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称ト ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

◆◆ 端末機器端末機器

HDLCHDLC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 端末機器の 総称に 接続さ れる 端末機器の 総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ R O MR O M

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。 パ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて いパ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて い

るる ICIC の 名称の 名称

◆◆ TERM WINTERM WIN

弊社弊社 HPHP よ り ダ ウ ン ロ ー ド し たよ り ダ ウ ン ロ ー ド し た TERM WINTERM WIN は、は、 パ ソ コ ン を 使用し てパ ソ コ ン を 使用し て Enet-Enet-

HDLCHDLC// ACAC の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行す る 為に 使用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、RS232C (RS232C (ま た はま た は RS422) RS422) か ら の 入力は画面に 表か ら の 入力は画面に 表

示さ れま す 。示さ れま す 。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 状態を 言の 状態を 言

い ま す 。い ま す 。 ネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス やネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス や HDLCHDLC の 通信条件等は、の 通信条件等は、 利用に 先立ち利用に 先立ち

一度プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 。一度プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 。不揮発性メ モ リ に 記憶さ れ不揮発性メ モ リ に 記憶さ れ

る 為、る 為、そ の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。そ の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。　 プ ロ グ ラ ム　 プ ロ グ ラ ム

モ ー ド の 実行に は以下のモ ー ド の 実行に は以下の 22 通り の 方法が あ り ま す 。通り の 方法が あ り ま す 。

1)1) Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC ポ ー ト を 使用し て 、ポ ー ト を 使用し て 、 RS232CRS232C ポ ー ト を 持つ パ ソポ ー ト を 持つ パ ソ

コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。

2)2) Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、 TELNETTELNET が 起動可能が 起動可能

な端末よ り 設定を 行う 方法。な端末よ り 設定を 行う 方法。

◆◆ LFCR

キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。 コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 リ ザリ ザル トル ト

の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、  LFCR   のの 22バ イ ト が 付加さ れて い ま す 。バ イ ト が 付加さ れて い ま す 。

序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語

ご 注意ご 注意 1)1)の 場合、の 場合、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル はチ ャ ン ネ ル は RS232C (RS232C (ま た はま た は RS422)RS422)

と し て 動作し ま す 。と し て 動作し ま す 。 RS422RS422 モ デ ル は別途変換器が 必要で す 。モ デ ル は別途変換器が 必要で す 。
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第１ 章　 通信を 行う 前の 準備第１ 章　 通信を 行う 前の 準備

１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う  ( ( プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACは、は、 各種通信条件、各種通信条件、 相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ相手機器の ア ド レ ス 等を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 記に 記

録し て 、録し て 、 そ の 設定条件で 動作し ま す 。そ の 設定条件で 動作し ま す 。 従っ て 、従っ て 、 ご 利用前に 、ご 利用前に 、 各種条件を フ ラ ッ シ ュ各種条件を フ ラ ッ シ ュ

ROMROMに 予め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。に 予め 設定し て お く 必要が 有り ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM

へ の 編集、へ の 編集、 書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。書き 込み作業を 行う モ ー ド で す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROMは、は、電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。再度、再度、

電源投入し た 後、電源投入し た 後、設定さ れた 内容で 動作し ま す 。設定さ れた 内容で 動作し ま す 。フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込み繰りへ の 書き 込み繰り

返し 寿命は、返し 寿命は、 約約1010 万回で す 。万回で す 。 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、 一括し て 書き 込みを 行い一括し て 書き 込みを 行い

ま す の で 、ま す の で 、 通常の 使用で は充分の 回数で す 。通常の 使用で は充分の 回数で す 。

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機

器器 ( (パ ソ コ ン 等パ ソ コ ン 等) ) を 使用す る 方法。を 使用す る 方法。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC コ ネ ク タ を 一時的にコ ネ ク タ を 一時的に RS232CRS232C 非同期通信非同期通信 (Dsub25 (Dsub25//

RS232CRS232C モ デ ルモ デ ル ) ) ま た はま た は RS422RS422 非同期通信非同期通信 (Dsub15 (Dsub15//RS422RS422 モ デ ルモ デ ル ※※11) ) と し て 使用と し て 使用

し ま す 。し ま す 。

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ム モ ー ド と はプ ロ グ ラ ム モ ー ド と は

  第１ 章　第１ 章　 通信を 行う 前の 準備通信を 行う 前の 準備

１ －１ 　 電源の 投入１ －１ 　 電源の 投入

AC100VAC100Vに コ ン セ ン ト を 差し 込み、に コ ン セ ン ト を 差し 込み、フ ロ ン ト の 電源フ ロ ン ト の 電源SWSW をを ONON に す る と 電源投入と なに す る と 電源投入と な

り ま す 。り ま す 。 　　 POWERPOWER のの LEDLED が 赤で 点灯し ま す 。が 赤で 点灯し ま す 。 　　 ま た 、ま た 、 PROGPROG とと PACKETPACKETのの LEDLED がが

緑で 点滅し ま す 。緑で 点滅し ま す 。 　 こ の 間に ハ ー ド ウ ェ ア の チ ェ ッ ク を 行っ て い ま す 。　 こ の 間に ハ ー ド ウ ェ ア の チ ェ ッ ク を 行っ て い ま す 。

ご 注意ご 注意 LEDLED が 緑で 点滅後に 、が 緑で 点滅後に 、 赤の 点滅赤の 点滅 ( (PROGPROG ま た はま た は PACKETPACKETの い ず れかの い ず れか ) ) と なっと なっ

た 場合はた 場合はハ ー ド ウ ェ ア チ ェ ッ ク で 異常を 検出し た 状態で す 。ハ ー ド ウ ェ ア チ ェ ッ ク で 異常を 検出し た 状態で す 。

弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト ま で ご 連絡下さ い 。弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト ま で ご 連絡下さ い 。

PROGと PACKETの LEDは 消灯し ま す

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、 各種設定を

行ない ま す

正常な 場合 異常な 場合

弊社ユ －ザ サ ポ ー ト 課へ ご 連絡下

さ い

PROGま た は PACKETの LEDが 赤で

点滅し ま す
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メ 　 モメ 　 モ 　 ▼　 ▼ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がWindowsWindowsの 環境下にの 環境下に

あ る 場合は、あ る 場合は、 TERM WINTERM WIN が 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。

端末機器に端末機器に W ind owsW ind ows が イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ばが イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ば W ind owsW ind ows のの

HyperterminalHyperterminal 等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。等で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。

　 ▼　 ▼ 出荷時の 通信条件は、出荷時の 通信条件は、 BPS=9600 BPS=9600 デ ー タ 長デ ー タ 長 =8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ==8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ= 無無

し でし で す 。す 。

※※ 11 Dsub15Dsub15//RS422RS422 モ デ ル のモ デ ル の HDLCHDLC コ ネ ク タ を 一時的にコ ネ ク タ を 一時的に RS422RS422 非同期通非同期通

信と し て信と し て PCPC 通信す る た め に は、通信す る た め に は、 別途別途RS422RS422//RS232CRS232C 変換器が 必要と変換器が 必要と

なり ま す 。なり ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACの イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し ての イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て TELNETTELNETが 使用可能な端末機が 使用可能な端末機

器か ら 書き 込みを 行う 方法。器か ら 書き 込みを 行う 方法。

※※ ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合

１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る

◆◆ TELNETTELNET を 使用す る 場合を 使用す る 場合

Enet-HDLC/AC

AC100V

9/25ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル

DOS/V機

W ind owsPC

TERM WIN

Enet-HDLC/AC

RS422モ デ ル に は RS232C/RS422

変換器が 必要（ 別売）

イ ー サ ネ ッ ト

TELNETが 実行可能な 端末機器

Enet-HDLC/AC

Enet-HDLC/AC
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ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROMに 書き 込む に はに 書き 込む に は約２ 秒約２ 秒か か り ま す 。か か り ま す 。こ の 間に 電こ の 間に 電

源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。源を 落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ップ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ッ

セ ー ジ 確認後、セ ー ジ 確認後、 必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド でに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で RebootReboot以外の 場合は、以外の 場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず ２ 秒以上２ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22 を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、 パ ソ コ ン 画面ま た はパ ソ コ ン 画面ま た は TELNETTELNET端末に は、端末に は、

*** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE ***  LFCR   が送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知らが送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら

せ ませ ま す 。す 。こ の 時、こ の 時、PROG LEDPROG LEDが 赤く 点灯し ま す 。が 赤く 点灯し ま す 。こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、

終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を 送出し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 END END LFCR   を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。を 受信す る と 以下の よ う に 動作し ま す 。

11．． *** PROGRAM END ****** PROGRAM END ***  LFCR   を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。を 返送し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

22．． (a)(a) PROG SW (1PROG SW (1--33--1) 1) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

変更内容を フ ラ ッ シ ュ変更内容を フ ラ ッ シ ュ ROMROM に 書き 込みま す 。に 書き 込みま す 。

なお 、なお 、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、シ リ ア ル ポ ー ト の 通信条件を 変更し た 場合は、フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM

へ の 書き 込み完了後、へ の 書き 込み完了後、 通信条件が 変更さ れま す 。通信条件が 変更さ れま す 。

(b )(b ) TELNET (1TELNET (1--33--2) 2) に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 場合

上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。上記メ ッ セ ー ジ を 送出後に さ ら に 動作の 選択要求が 送信さ れま す 。　　

詳細は詳細は [1 [1--33--22　　 TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、 終了方法終了方法
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パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、PROG SWPROG SW を 押し なが らを 押し なが ら Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC

の 電源を 投入し て 下さ い 。の 電源を 投入し て 下さ い 。

こ の 動作時の みこ の 動作時の み Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル はチ ャ ン ネ ル は RS232C (Dsub25RS232C (Dsub25//RS232CRS232C

モ デ ルモ デ ル ) ) ま た はま た は RS422 (Dsub15RS422 (Dsub15//RS422RS422 モ デ ルモ デ ル ) ) と し て 動作し ま す 。と し て 動作し ま す 。

こ の 時の 、こ の 時の 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps デ ー タ 長デ ー タ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト   パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。

こ の 方法は、こ の 方法は、 次の 様な場合に 有効で す 。次の 様な場合に 有効で す 。

◆◆ TELNET Log inTELNET Log in に よ る 設定変更が 不能なと き 。に よ る 設定変更が 不能なと き 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PR O GPR O G 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

１ －３ －２ 　１ －３ －２ 　 TE LN E TTE LN E T に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て いと なっ て い

ま す 。ま す 。 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC を 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま まを 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま

使用し て も 問題使用し て も 問題が ない 事を 確認し て 下さ い 。が ない 事を 確認し て 下さ い 。 以下の 様な場合に はそ の ま ま以下の 様な場合に はそ の ま ま

のの IPIP ア ド レ スア ド レ ス でで TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　

▼接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。▼接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。

▼既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。▼既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。

こ の よ う な場合は、こ の よ う な場合は、 一度、一度、 前述前述 11--33--11 の 方法に て 使用可能なの 方法に て 使用可能な IPIPアア ド レ ス をド レ ス を

設定し た 後に 行う か 、設定し た 後に 行う か 、影響の ない セ グ メ ン ト 内で影響の ない セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設に よ る 設定変更を定変更を

行い ま す 。行い ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC と 端末のと 端末の 22 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。))

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC とと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム

モ ー ド に 入り ま す 。モ ー ド に 入り ま す 。TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ーコ ネ ク シ ョ ン 開設中や デ ー タ 通信中で も プ ロ グ ラ ム モ ー

ド へ 入る 事が 可能で す 。ド へ 入る 事が 可能で す 。

ご 注意ご 注意 Dsub15Dsub15//RS422RS422 モ デ ル の 場合、モ デ ル の 場合、 PCPC のの RS232CRS232C ポ ー ト に 接続し て 通信を 行うポ ー ト に 接続し て 通信を 行う

に は、に は、 別途別途 RS422/RS232CRS422/RS232C 変換器が 必要に なり ま す 。変換器が 必要に なり ま す 。
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押し ま す 。押し ま す 。 　　 デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド はデ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は Enet-HEnet-H で す 。で す 。

((パ ス ワ ー ド は表示さ れま せ んパ ス ワ ー ド は表示さ れま せ ん ))

正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と *** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE ***  LFCR   が 表示さ れプ ロが 表示さ れプ ロ

グ ラ ムグ ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。モ ー ド に 入り ま す 。

誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、 以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れパ ス ワ ー ド

の 再入力と なり ま す 。の 再入力と なり ま す 。

Log in incorrectLog in incorrect

Password :Password :

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、 前述前述 11--33--11 と 同様で す 。と 同様で す 。 後述後述

[1[1--44 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法] [1] [1--55 設定項目の 解説設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

次に次に Windows98W indows98 で ので の TELNET Log inTELNET Log in のの

例を あ げ ま す 。例を あ げ ま す 。

DOSDOS プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド をプ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を

入力し ま す 。入力し ま す 。

C:¥W INDOW S> telnet 192.168.0 .10C:¥W INDOW S> telnet 192.168.0 .10

TELNETTELNET接続さ れて 右の よ う な画面と な接続さ れて 右の よ う な画面と な

り ま す 。り ま す 。

Password :Pa ssword :にに Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で 設定で 設定

((後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) ささ

れた パス ワ ー ド を 入力し エ ン タ ーキ ー をれた パス ワ ー ド を 入力し エ ン タ ーキ ー を

◆◆ TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了

TELNETTELNETに よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、他の 方法と 同様に他の 方法と 同様に END(end)END(end)

LFCR   を 入力し ま す 。を 入力し ま す 。

す る とす る と *** PROGRAM END ****** PROGRAM END ***  LFCR   が 表示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事が 表示さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド が 終了し た 事

を 通知し ま す 。を 通知し ま す 。 ( (他の 方法と こ こ ま で は同様で す 。他の 方法と こ こ ま で は同様で す 。))

し か しし か し TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で は、に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド で は、設定変更を 行っ た 値はこ の 時点で設定変更を 行っ た 値はこ の 時点で

は書き 込ま れずに 、は書き 込ま れずに 、 ENDENDメ ッ セー ジの 後に 以下の様なメ ッ セ ージが表示さ れま す。メ ッ セー ジの 後に 以下の様なメ ッ セ ージが表示さ れま す。

そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。そ れぞ れの メ ッ セ ー ジ の 意味は以下の と お り で す 。

1:Up d ate and  Reb oot1:Up d ate and  Reb oot 設定変更値を 更新し て設定変更値を 更新し て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC を 再起動しを 再起動し

TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

2:Quit and  Reb oot2:Quit and  Reb oot 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC を 再起動しを 再起動し

TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

3:Upd ate and  Quit3 :Upd ate and  Quit 設定変更を 行い設定変更を 行い TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

4:Quit4:Quit 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

Select numb er:Select numb er:
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ご 注意ご 注意 11～～33の 番号の 処理を 実行し た 場合、の 番号の 処理を 実行し た 場合、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値

が 書き 変わ っ た り 、が 書き 変わ っ た り 、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が 再起動し ま す 。が 再起動し ま す 。 　 こ の 場合に は、　 こ の 場合に は、

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり まコ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持出来なく なり ま

す 。す 。 ( (イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共にシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共に ) ) よ っ て 現在コ ネ クよ っ て 現在コ ネ ク

シ ョ ン 中の 場合、シ ョ ン 中の 場合、 強制終了さ れま す 。強制終了さ れま す 。

ま た 、ま た 、 再起動が 行わ れた 場合は再起動が 行わ れた 場合は Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 電源再投入と 同じ 動作の 電源再投入と 同じ 動作

と なり ま す 。と なり ま す 。 11 ～～33 を 選択す る 場合は、を 選択す る 場合は、現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れる現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れる

事を ご 承知の 上で 、事を ご 承知の 上で 、 注意し て 行っ て 下さ い 。注意し て 行っ て 下さ い 。

※※ UpdateUpdate 処理が 行なわ れる と 、処理が 行なわ れる と 、 Update Completed Update Completed LFCR   の メ ッ セ ー ジ が 表示。の メ ッ セ ー ジ が 表示。

※※ RebootReboot処理が 行なわ れる と 、処理が 行なわ れる と 、 Reboot Completed Reboot Completed LFCR   の メ ッ セ ー ジ が 表示。の メ ッ セ ー ジ が 表示。

※※ TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、セ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、 Disconnected  Disconnected  LFCR   の メ ッ セ ー ジ が 表示。の メ ッ セ ー ジ が 表示。

Select numb erSelect numb er の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 ～～ 22 を 選択時点でを 選択時点で TCPTCP//IPIP デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記

メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、

選択さ れた 処理が 行わ れま す 。選択さ れた 処理が 行わ れま す 。

W arning :  Und er communica tion runningW arning :  Und er communica tion running

1:Ok  2 :Cancel1 :Ok  2 :Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select numb er:Select numb er:

Select numb erSelect numb er の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 を 入力の 場合は、を 入力の 場合は、 デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、 前述で 選択さ れた前述で 選択さ れた 11 ～～ 33 の 処の 処

理を 行い ま す 。理を 行い ま す 。

22 を 選択の 場合は、を 選択の 場合は、 再度　再度　 11 ～～ 44 の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。

◆◆ IPIP設定など を 忘れて し ま い プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れなく なっ た 場合は、設定など を 忘れて し ま い プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れなく なっ た 場合は、以下の 方以下の 方

法で 出荷時の 設定に 戻す こ と が で き ま す 。法で 出荷時の 設定に 戻す こ と が で き ま す 。

　　 ①① PRG SW PRG SW を 押し ながら 電源を 投入し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す。を 押し ながら 電源を 投入し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す。  (PROG/  (PROG/

CONNECT CONNECT のの LED LED が 赤で 点灯し た 状態が 赤で 点灯し た 状態))

　　 ②② PRG SW PRG SW を 再び 押し ま す 。を 再び 押し ま す 。  (  (押し 続け ま す押し 続け ま す ))

PRG SW PRG SW を 押し 続け る とを 押し 続け る と PAKECT PAKECT のの LED LED が オ レ ン ジ で 点灯し ま す 。が オ レ ン ジ で 点灯し ま す 。

更に更に PRG SW PRG SW を 押し 続け る とを 押し 続け る と PROGPROG//CONNECT CONNECT 及び及び PACKET PACKET のの LED LED が 緑が 緑

のの 点灯と なり ま す 。点灯と なり ま す 。 こ れを 確認し た ら 、こ れを 確認し た ら 、 PRG SW PRG SW を 放し ま す 。を 放し ま す 。

１ －３ －３ 　 出荷時の 設定へ 戻す 方法１ －３ －３ 　 出荷時の 設定へ 戻す 方法
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法

◆◆ 設定変更の 方法は　 ○○設定変更の 方法は　 ○○ == ○○○○○○  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) が 基本で す 。が 基本で す 。

画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。

エ ン タ ー キ ー は、エ ン タ ー キ ー は、 端末の端末の EnterEnter キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。

ASCIIASCII コ ー ド の 英大文字、コ ー ド の 英大文字、 英小文字、英小文字、 数字、数字、 記号を 使用し ま す 。記号を 使用し ま す 。

例例)) 通信速度の 変更例　通信速度の 変更例　 19200bps19200bps に 変更す る 。に 変更す る 。

B=19200B=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))　 ま た は　　 ま た は　 b=19200 b=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

 ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。))

◆◆ も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？を 返し ま す 。

◆◆ エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー  ( (直前に 文字を 打た ず に直前に 文字を 打た ず に EnterEnter キ ー の みキ ー の み) ) を 押す と 、を 押す と 、 現在の 設定値現在の 設定値

ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。

事前に 変更入力が あ っ た 場合→変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が あ っ た 場合→変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示

事前に 変更入力が 無い 場合　 →現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示事前に 変更入力が 無い 場合　 →現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示

◆◆ 設定画面の ペ ー ジ は全部で設定画面の ペ ー ジ は全部で 33 ペ ー ジ あ り ま す 。ペ ー ジ あ り ま す 。

表示ペ ー ジ を 変え る に は、表示ペ ー ジ を 変え る に は、前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定

に よ る 方法が あ り ま す 。に よ る 方法が あ り ま す 。

例例)) 22  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))＝＝(2(2 ペ ー ジ 目を 表示す るペ ー ジ 目を 表示す る ))

１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法

　 ③　 ③ PROGPROG//CONNECTCONNECT及び及び PACKET PACKET のの LED LED が 緑の 点滅と なり 、が 緑の 点滅と なり 、出荷時の 状態で出荷時の 状態で

初期化さ れま す 。初期化さ れま す 。

　 ④　 ④ IP=  192.168.0.10 IP=  192.168.0.10 と なり ま す の で 、と なり ま す の で 、 TELNET TELNET で こ ので こ の IP IP に 対し て ロ グ イ ン 可に 対し て ロ グ イ ン 可

能と なり ま す 。能と なり ま す 。
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◆◆ 22 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//3 ***3 ***

MAC= 00 :C0 :84 :MAC= 00 :C0 :84 : XXXX::XXXX::XXXX       ETHERNET ADDRESS       ETHERNET ADDRESS

IP= 192 .168 .0 . 10IP= 192 .168 .0 . 10 IP ADDRESSIP ADDRESS

PORT= 0000PORT= 0000 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER

NETM= 0.0 . 0. 0NETM= 0.0 . 0. 0 NETMASKNETMASK

DEFG= 0. 0. 0. 0DEFG= 0. 0. 0. 0 DEFAULT GATEW AYDEFAULT GATEW AY

BRDA= 255. 255. 255 . 255BRDA= 255. 255. 255 . 255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS

W AIT=  120W AIT=  120 TIME W AITTIME W AIT  (sec)(sec)

PASS= Ene t-HPASS= Ene t-H FTP or TELNET PASS W ORDFTP or TELNET PASS W ORD

OBSP= 0000OBSP= 0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

TRY= STRY= S RETRY COUNTERRETRY COUNTER  [N[N//S]S]

WTMWTM==        0       0 KEEP WATCH TIMER [ 0KEEP WATCH TIMER [ 0--60 Min ]60 Min ]

*** PROGRAM MODE ****** PROGRAM MODE *** +CR+LF  +CR+LF の 表示後、の 表示後、 エ ン タ ー キ ー を 押す とエ ン タ ー キ ー を 押す と 11 ペ ー ジ 目がペ ー ジ 目が

表示さ れま す 。表示さ れま す 。

11 ～～ 33 ペ ー ジ の 内容は以下で す 。ペ ー ジ の 内容は以下で す 。

◆◆ 11 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//3 ***3 ***

Enet-H   VerEnet-H   Ver33. 0  0. 0   066//XXXX//XXXX ROM VERSIONROM VERSION

TCLK= 1TCLK= 1 TX CLK SELECTTX CLK SELECT  [1: ST1 or 2: ST2][1: ST1 or 2: ST2]

B= 9600B= 9600 BPSBPS  [2400[2400//48004800//96009600//1920019200//3840038400//7680076800//153600153600

1440014400//2880028800//5760057600//115200115200//4800048000//6400064000]]

CRC= 16CRC= 16 CRC   SELECTCRC   SELECT  [16 or 32][16 or 32]

EF= 0EF= 0 DATA ENCODING  FORMATDATA ENCODING  FORMAT  [0 : NRZ or 1 : NRZI][0 : NRZ or 1 : NRZI]

MA= 01MA= 01 MY  ADDRESSMY  ADDRESS  [01-FE 8b it ONLY][01-FE 8b it ONLY]

YA= 02YA= 02 YOU ADDRESSYOU ADDRESS  [01-FE 8b it ONLY][01-FE 8b it ONLY]

T1=  2 .00T1=  2 .00 RESPONCE TIMERRESPONCE TIMER  [99. 99sec][99. 99sec]

N2=    5N2=    5 RETRY COUNTERRETRY COUNTER  [1-20][1-20]

T2=  1 .00T2=  1 .00 TX RR RESPONCE TIMERTX RR RESPONCE TIMER  [99. 99sec][99. 99sec]

TT44=  3 . 00=  3 . 00 FOR REMOTE CHANNEL BUSY TIMERFOR REMOTE CHANNEL BUSY TIMER  [99 . 99sec][99 . 99sec]

OC= 1OC= 1 OUT STANDING  COUNTEROUT STANDING  COUNTER  [1-7][1-7]

D M= DD M= D POW ER ON DM SENDPOW ER ON DM SEND  [E[E//D]D]

FLG = DFLG = D FLAG  SNEDFLAG  SNED  [E[E//D]D]

１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面



1515

第１ 章　 通信を 行う 前の 準備第１ 章　 通信を 行う 前の 準備

◆◆ 33 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***

HOST IP ADDRESS      DEST HOST IP ADDRESS      DEST   PORT PORT   HOST HOST   ETHERNET ETHERNET   ADDRESSADDRESS

      1 I= 0 .0 . 0. 01 I= 0 .0 . 0. 0     1P= 00001P= 0000     1M= 00 :00:00:00: 00: 001M= 00 :00:00:00: 00: 00

      2 I= 0 .0 . 0. 02 I= 0 .0 . 0. 0     2P= 00002P= 0000     2M= 00 :00:00:00: 00: 002M= 00 :00:00:00: 00: 00

      3 I= 0 .0 . 0. 03 I= 0 .0 . 0. 0     3P= 00003P= 0000     3M= 00 :00:00:00: 00: 003M= 00 :00:00:00: 00: 00

     4I= 0. 0 . 0. 0 4I= 0. 0 . 0. 0     4P= 00004P= 0000     4M= 00 :00:00:00: 00: 004M= 00 :00:00:00: 00: 00

      5 I= 0 .0 . 0. 05 I= 0 .0 . 0. 0     5P= 00005P= 0000     5M= 00 :00:00:00: 00: 005M= 00 :00:00:00: 00: 00

      6 I= 0 .0 . 0. 06 I= 0 .0 . 0. 0     6P= 00006P= 0000     6M= 00 :00:00:00: 00: 006M= 00 :00:00:00: 00: 00

      7 I= 0 .0 . 0. 07 I= 0 .0 . 0. 0     7P= 00007P= 0000     7M= 00 :00:00:00: 00: 007M= 00 :00:00:00: 00: 00

      8 I= 0 .0 . 0. 08 I= 0 .0 . 0. 0     8P= 00008P= 0000     8M= 00 :00:00:00: 00: 008M= 00 :00:00:00: 00: 00

      9 I= 0 .0 . 0. 09 I= 0 .0 . 0. 0     9P= 00009P= 0000     9M= 00 :00:00:00: 00: 009M= 00 :00:00:00: 00: 00

 10I= 0. 0. 0 . 0 10I= 0. 0. 0 . 0 10P= 000010P= 0000 10M= 00:00:00: 00: 00: 0010M= 00:00:00: 00: 00: 00

 11I= 0. 0. 0 . 0 11I= 0. 0. 0 . 0 11P= 000011P= 0000 11M= 00:00:00: 00: 00: 0011M= 00:00:00: 00: 00: 00

 12I= 0. 0. 0 . 0 12I= 0. 0. 0 . 0 12P= 000012P= 0000 12M= 00:00:00: 00: 00: 0012M= 00:00:00: 00: 00: 00

 13I= 0. 0. 0 . 0 13I= 0. 0. 0 . 0 13P= 000013P= 0000 13M= 00:00:00: 00: 00: 0013M= 00:00:00: 00: 00: 00

 14I= 0. 0. 0 . 0 14I= 0. 0. 0 . 0 14P= 000014P= 0000 14M= 00:00:00: 00: 00: 0014M= 00:00:00: 00: 00: 00

 15I= 0. 0. 0 . 0 15I= 0. 0. 0 . 0 15P= 000015P= 0000 15M= 00:00:00: 00: 00: 0015M= 00:00:00: 00: 00: 00

 16I= 0. 0. 0 . 0 16I= 0. 0. 0 . 0 16P= 000016P= 0000 16M= 00:00:00: 00: 00: 0016M= 00:00:00: 00: 00: 00

 17I= 0. 0. 0 . 0 17I= 0. 0. 0 . 0 17P= 000017P= 0000 17M= 00:00:00: 00: 00: 0017M= 00:00:00: 00: 00: 00

 18I= 0. 0. 0 . 0 18I= 0. 0. 0 . 0 18P= 000018P= 0000 18M= 00:00:00: 00: 00: 0018M= 00:00:00: 00: 00: 00

１ －５ 　 設定項目の 解説１ －５ 　 設定項目の 解説

１ －５ －１ 　 各項目の 意味、１ －５ －１ 　 各項目の 意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　 11//33 ペ －ジペ －ジ

▼▼ ROM VERSIONROM VERSION

ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。

▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 送信ク ロ ッ ク の 選択送信ク ロ ッ ク の 選択 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 11

TCLK=1 TCLK=1 LFCR RS232C TypeRS232C Type 送信ク ロ ッ ク を 自機送信ク ロ ッ ク を 自機 ST1ST1 出力と し ま す 。出力と し ま す 。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC 入力と し ま す 。入力と し ま す 。

RS422 TypeRS422 Type 送信ク ロ ッ ク を 自機送信ク ロ ッ ク を 自機 STST±出力と し ま す 。±出力と し ま す 。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC 入力と し ま す 。入力と し ま す 。

TCLK=2 TCLK=2 LFCR RS232C TypeRS232C Type 送信ク ロ ッ ク を送信ク ロ ッ ク を ST2ST2 入力と し ま す 。入力と し ま す 。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC 入力と し ま す 。入力と し ま す 。

RS422 TypeRS422 Type 送信ク ロ ッ ク を 自機送信ク ロ ッ ク を 自機 STST±入力と し ま す 。±入力と し ま す 。

受信ク ロ ッ ク を受信ク ロ ッ ク を RXCRXC 入力と し ま す 。入力と し ま す 。
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▼▼ 相手相手 HDLCHDLC 機器の ア ド レ ス機器の ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0000

YA=hh YA=hh LFCR 相手相手 HDLCHDLC 機器の ア ド レ ス を機器の ア ド レ ス を hhhh と し ま す 。と し ま す 。

hhhh はは 01h01h ～～ FEhFEh のの 1616 進数で す 。進数で す 。

▼▼ シ リ ア ル 通信速度シ リ ア ル 通信速度 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 96009600

B= nnnn B= nnnn LFCR nnnn bpsnnnn bps と し ま す 。と し ま す 。

値は値は 2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600,14400,28800,57600,115200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600,14400,28800,57600,115200,

48000,6400048000,64000 の い ず れか で す 。の い ず れか で す 。 　 ※　 ※ 48000,6400048000,64000 選択時は 誤差が あ り ま す 。選択時は 誤差が あ り ま す 。

▼▼ CRCCRC デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 1616

CRC=16 CRC=16 LFCR

CRCCRC はは CCITT CCITT 　　 CRC (XCRC (X1616+X+X1212+X+X55+ 1)+1)

CRC=32 CRC=32 LFCR

CRCCRCはは CCITT CCITT 　　 CRC (XCRC (X3232+X+X2626+X+X2323+X+X2222+X+X1616+X+X1212+X+X1111+X+X1010+X+X88+X+X77+X+X55+X+X44+X+X22+X+X11+ 1)+1)

▼▼ デ －タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ トデ －タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ ト デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00

EF= 0 EF= 0 LFCR NRZNRZ 形式と し ま す 。形式と し ま す 。

EF= 1 EF= 1 LFCR NRZINRZI 形式と し ま す 。形式と し ま す 。

▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0000

MA=hh MA=hh LFCR Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ア ド レ ス をの ア ド レ ス を hhhh と し ま す 。と し ま す 。

hhhh はは 01h01h ～～ FEhFEh のの 1616 進数で す 。進数で す 。

▼▼ 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 11 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 1.001.00

T1= nn.nnT1= nn.nn LFCR 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ T1T1 をを nn.nnnn.nn と し ま す 。と し ま す 。

nnnn はは 00 ～～ 99 の 数値で す 。の 数値で す 。 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 11 は、は、 P=1P=1 の フ レ ー ム 、の フ レ ー ム 、 II フ レ ー ムフ レ ー ム

ま た はま た は FRMRFRMR レ ス ポ ン ス 等を 送信時に 起動し ま す 。レ ス ポ ン ス 等を 送信時に 起動し ま す 。 上記に 対する 正し い レ ス ポ上記に 対する 正し い レ ス ポ

ン ス が 返送さ れる と 停止し ま す 。ン ス が 返送さ れる と 停止し ま す 。　 正し い レ ス ポ ン ス が 返送さ れない 場合は、　 正し い レ ス ポ ン ス が 返送さ れない 場合は、T1T1

タ イ マ に てタ イ マ に て N2N2 回再送を 行い ま す 。回再送を 行い ま す 。

▼▼ 応答確認リ ト ラ イ 回数応答確認リ ト ラ イ 回数 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 55

N2=nn N2=nn LFCR 応答確認リ ト ラ イ 回数応答確認リ ト ラ イ 回数 N2N2 をを nnnn と し ま す 。と し ま す 。

nnnn はは 11 ～～ 2020 の 数値で す 。の 数値で す 。

▼▼ 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ 22 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.500.50

T2=nn.nn T2=nn.nn LFCR 応答確認用タ イ マ応答確認用タ イ マ T2T2 をを nn.nnnn.nn と し ま す 。と し ま す 。

nnnn はは 00 ～～ 99 の 数値で す 。の 数値で す 。

こ の タ イ マ はこ の タ イ マ は HDLCHDLC 機器よ り 正し い機器よ り 正し い II フ レ ー ム を 受信し た 時に 起動し ま す 。フ レ ー ム を 受信し た 時に 起動し ま す 。

T2T2 が タ イ ム ア ウ ト し た 時に 、が タ イ ム ア ウ ト し た 時に 、 受信受信 II フ レ ー ム の 応答確認と し てフ レ ー ム の 応答確認と し て RRRR レ ス ポ ン ス をレ ス ポ ン ス を

送信し ま す 。送信し ま す 。 　　 T2T2 が タ イ ム ア ウ ト す る 前にが タ イ ム ア ウ ト す る 前に Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC よ り 送信す るよ り 送信す る II フフ

レ ー ム が あ る 場合は、レ ー ム が あ る 場合は、そ の Ｉ フ レ ー ム に 応答確認を 相乗り さ せ て 送信し 、そ の Ｉ フ レ ー ム に 応答確認を 相乗り さ せ て 送信し 、T2T2タ イタ イ

マ を 停止し ま す 。マ を 停止し ま す 。 　 必ず　 必ず T1>T2T1>T2 と なる よ う に 設定し て 下さ い 。と なる よ う に 設定し て 下さ い 。
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▼▼ 相手局相手局 b usyb usy 監視用タ イ マ監視用タ イ マ 44 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 3.003.00

T4= nn.nnT4= nn.nn LFCR 相手局相手局 busybusy 監視用タ イ マ監視用タ イ マ 44 をを nn.nnnn.nn と し ま す 。と し ま す 。

nnnn はは 00 ～～ 99 の 数値で す 。の 数値で す 。

相手局相手局 busybusy 監視用タ イ マ は監視用タ イ マ は HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り RNRRNR を 受信時に 起動し ま す 。を 受信時に 起動し ま す 。

そ の 後そ の 後HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り busybusy解除通知で あ る解除通知で あ る RRRRま た はま た は REJREJを 受信す る と 停止を 受信す る と 停止

さ れま す 。さ れま す 。　　 BusyBusy解除通知を 受信し ない 場合は、解除通知を 受信し ない 場合は、RRRRコ マ ン ド をコ マ ン ド を T4T4タ イ マ 値に よタ イ マ 値に よ

りり N2N2 回再送し ま す 。回再送し ま す 。

▼▼ フ レ ー ム 間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の 送信フ レ ー ム 間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の 送信 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 DD

FLG=D FLG=D LFCR フ レ ー ム 間で フ ラ グ を 送信し ま せ ん 。フ レ ー ム 間で フ ラ グ を 送信し ま せ ん 。

フ レ ー ム 間はマ ー クフ レ ー ム 間はマ ー ク  (1)  (1) で す 。で す 。

FLG=E FLG=E LFCR フ レ ー ム 間で フ ラ グ を 送信し ま す 。フ レ ー ム 間で フ ラ グ を 送信し ま す 。

▼▼ 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hh MAC=00:C0:84:hh:hh:hh LFCR こ の 項目は、こ の 項目は、 変更で き ま せ ん 。変更で き ま せ ん 。

hh:hh:hhhh:hh:hh 部分は、部分は、 個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。

▼▼ 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス 　 　　 　 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR 自機自機 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。

IPIPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を単位を

ド ッ ト で 区切り 、ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

個々の個々の dddddd の 部分は、の 部分は、 00 ～～ 255255 で す 。で す 。

◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　 22//33 ペ －ジペ －ジ

▼▼ ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 11

OC=n OC=n LFCR ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数 OCOC をを nn と し ま す 。と し ま す 。

nnnn はは 11 ～～ 77 の 数値で す 。の 数値で す 。

相手か ら の 応答確認なし に 連続し て 送信で き る Ｉ フ レ ー ム の 数。相手か ら の 応答確認なし に 連続し て 送信で き る Ｉ フ レ ー ム の 数。

イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り 受信し た デ ー タ をイ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り 受信し た デ ー タ を HDLCHDLC 機器に 対し て機器に 対し て II フ レ ー ム と しフ レ ー ム と し

て 送信毎にて 送信毎に OC=nOC=n で 設定の 値と チ ェ ッで 設定の 値と チ ェ ッ ク を 行い 、ク を 行い 、設定値ｎ 番目の Ｉ フ レ ー ム設定値ｎ 番目の Ｉ フ レ ー ム

出力時に出力時に P=1P=1 のの II フ レ ー ム と し て 送信し ま す 。フ レ ー ム と し て 送信し ま す 。

P=1P=1 の Ｉ フ レ ー ム 送信後は、の Ｉ フ レ ー ム 送信後は、 相手相手 HDLCHDLC 機器よ り の 受信確認を 待ち ま す 。機器よ り の 受信確認を 待ち ま す 。

受信確認を 待つ 間は、受信確認を 待つ 間は、 次の Ｉ フ レ ー ム の 送信はし ま せ ん 。次の Ｉ フ レ ー ム の 送信はし ま せ ん 。

▼▼ 電源投入後の電源投入後の DMDM 送信送信 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 DD

DM=D DM=D LFCR 電源投入後に 、電源投入後に 、 何も 送信し ま せ ん 。何も 送信し ま せ ん 。

DM=E DM=E LFCR 電源投入後に 、電源投入後に 、 DMDM レ ス ポ ン ス を 送信し 、レ ス ポ ン ス を 送信し 、 SABMSABM を 待ち ま す 。を 待ち ま す 。

SABMSABMを 受信し ない 場合はを 受信し ない 場合は T1T1タ イ マ 値でタ イ マ 値で N2N2回回DMDMを 送信し ま す 。を 送信し ま す 。
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▼▼ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

NETM= ddd .ddd .ddd .dddNETM= ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

▼▼ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

DEFG= ddd .ddd .ddd .dddDEFG= ddd .ddd .ddd .ddd   LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図 [ [異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

▼▼ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 255.255.255.255255.255.255.255

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd LFCR

サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

こ の 値は、こ の 値は、 IPIP とと NETMNETM の 設定で 連動し て 変化し ま す 。の 設定で 連動し て 変化し ま す 。 特に 変更を 要す る 時特に 変更を 要す る 時

に こ の コ マ ン ド を 使用し ま す 。に こ の コ マ ン ド を 使用し ま す 。

下図下図 [ [異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

※※ 上記のア ド レ ス 設定は同一の セグ メ ン ト 内で 通信を 行う 場合に は必要あり ま せん 。上記のア ド レ ス 設定は同一の セグ メ ン ト 内で 通信を 行う 場合に は必要あり ま せん 。

ご 注意ご 注意 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの PORTPORT の 設定はの 設定は､､す べ てす べ て Hex (16Hex (16 進数進数) ) で の 指定と なりで の 指定と なり

ま すま す ｡｡通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の PORTPORT指定が指定が Dec (10Dec (10進数進数) ) のの

場合が あ り ま す の で場合が あ り ま す の で ､､ご 注意下さ いご 注意下さ い ｡｡

例例)) Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 側で側で PORTPORT をを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と 指定し た 場合と 指定し た 場合､､通信相手機器通信相手機器

で 設定す るで 設定す る Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ポ ー ト はの ポ ー ト は､10､10 進数で進数で 4096 (Dec) 4096 (Dec) と 指と 指定し定し

ま すま す ｡｡　 ポ ー ト 番号の　 ポ ー ト 番号の 00 ～～ 1024 (0400h) 1024 (0400h) ま で はま で は wellwell--known portknown portと し て 予約と し て 予約

さ れて い ま す 。さ れて い ま す 。 　 通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。　 通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。

▼▼ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00000000

PORT=hhhh PORT=hhhh LFCR ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 1616 進数で 指定し ま す 。進数で 指定し ま す 。

※※ ポ ー ト 番号はポ ー ト 番号は 00000000 の 状態は未設定と なり ま す 。の 状態は未設定と なり ま す 。
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★★  異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例  ★★

ネ ッ ト ワ ー ク

相手機器 No.1 IP= 192.168.20.12

ル ー タ ー No.2 IP= 192.168.20.02

ル ー タ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ル ー タ ー No.3 IP= 192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-HDLC/AC
IP= 192.168.50.30 NETM= 255.255.255.0 DEFG= 192.168.50.1

BRDA= 192.168.50.255 相手No.1= 192.168.20.12 相手No.2= 192.168.50.40

他ネ ッ ト へ

192.168.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

192.168.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

※太線が 通信さ れる ル ー ト

▼▼ タ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す るタ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す る デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 120120

WAIT=nnnWAIT=nnn   LFCR タ イ ム ウ ェ イ ト をタ イ ム ウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す 。秒と し ま す 。

nnnnnn はは 11 ～～ 999999 秒で す 。秒で す 。

通常は、通常は、 120120 秒で す が 、秒で す が 、 シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更しい 場合に の み変更し

て 下さ い 。て 下さ い 。

[3[3--4 TCP4 TCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

▼▼ TELNET Log inTELNET Log in 時の パ ス ワ －ド を 指示す る時の パ ス ワ －ド を 指示す る デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 Enet-HEnet-H

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR タ イ ム ウ ェ イ ト をタ イ ム ウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す 。秒と し ま す 。

xxxxxxxxxxxxxxxx は最大は最大 88 文字で す 。文字で す 。

TELNETTELNETで 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、で 相手よ り ア ク セ ス が あ っ た 時、 PASS=PASS= で 指定さ れて い る 文字列とで 指定さ れて い る 文字列と

チ ェ ッ ク を 行い ま す 。チ ェ ッ ク を 行い ま す 。 一致し なけ れば一致し なけ れば TELNETTELNET通信は行い ま せ ん 。通信は行い ま せ ん 。

PASS=  PASS=  LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

※※ PASSPASS無しの場合、無しの場合、TELNET LoginTELNET Loginにてセキュリティなしでのにてセキュリティなしでの Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC

の 再起動が 可能と なっ て し ま い ま す 。の 再起動が 可能と なっ て し ま い ま す 。 安全の 為、安全の 為、 PASSPASS の 設定を 行う 事を お す すの 設定を 行う 事を お す す

め し ま す 。め し ま す 。
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▼▼ 将来拡張用ポ －ト 番号将来拡張用ポ －ト 番号 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00000000

OBSP=hhhh OBSP=hhhh LFCR 拡張用の ポ －ト 番号で す 。拡張用の ポ －ト 番号で す 。

通常設定の 必要はあ り ま せ ん 。通常設定の 必要はあ り ま せ ん 。

▼▼ TCPTCP//IPIP デ －タ の 再送、デ －タ の 再送、 終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト FINFIN の 再送指定の 再送指定

デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 SS

TRY=STRY=S Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 通信相手に通信相手に TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信後、デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信後、

相手よ り の 応答相手よ り の 応答ACKACKパ ケ ッ ト を 待ち ま す 。パ ケ ッ ト を 待ち ま す 。こ の 時相手よ り 応答が 無いこ の 時相手よ り 応答が 無い

場合場合 ( (ケ ー ブ ル 断、ケ ー ブ ル 断、相手機器ダ ウ ン相手機器ダ ウ ン ) ) デ ー タ パケ ッ ト の 再送を 行い ま す。デ ー タ パケ ッ ト の 再送を 行い ま す。

再送は以下の タ イ マ 間隔で 行わ れま す 。再送は以下の タ イ マ 間隔で 行わ れま す 。

11 秒後→秒後→22 秒後→秒後→44 秒後→秒後→88 秒後→秒後→1616 秒後→秒後→3232 秒応答ウ エ イ ト し た 後秒応答ウ エ イ ト し た 後

に 強制終了し ま す 。に 強制終了し ま す 。

再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約 11 分で す 。分で す 。

TRY=NTRY=N 11 秒後→秒後→ 22 秒後→秒後→ 44 秒後→秒後→ 88 秒後→秒後→ 1616 秒後→秒後→ 3232 秒後→秒後→ 6464 秒後→秒後→

7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒後→秒後→ 7070 秒応答ウ秒応答ウ エ ィエ ィ

ト し た 後に 強制終了し ま す 。ト し た 後に 強制終了し ま す 。

再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約再送タ イ ム ア ウ ト ま で 約 99 分か か り ま す 。分か か り ま す 。

▼▼ 無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00

WTM=00 WTM=00 LFCR

nnnn はは 00 ～～ 6060 ま で のま で の 1010 進数で 指定。進数で 指定。 単位は分で す 。単位は分で す 。

00 指定時に はこ の 機能は無効と なり ま す 。指定時に はこ の 機能は無効と なり ま す 。

11 ～～ 6060 を 指定の 場合、を 指定の 場合、 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し まデ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し ま

す 。す 。

TCPTCP//IPIP 通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が なく 、通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が なく 、 Enet-HDLCEnet-HDLC//

ACAC か ら パ ケ ト 送信し て い ない 場合で 、か ら パ ケ ト 送信し て い ない 場合で 、 設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パ設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パ

ケ ッ ト を 送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。ケ ッ ト を 送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。 　 ま た 、　 ま た 、 HDLCHDLC 側へ は側へ は

DISCDISC を 送信し てを 送信し て TCPTCP//IPIPの 切断を 通知し ま す 。の 切断を 通知し ま す 。

本機能は 、本機能は 、 何等か の 理由で 無通信状態と な っ て し ま っ た 場合に 、何等か の 理由で 無通信状態と な っ て し ま っ た 場合に 、 Enet-Enet-

HDLCHDLC// ACAC の 遷移状態を 初期状態に 戻す こ と が 可能と な り ま す 。の 遷移状態を 初期状態に 戻す こ と が 可能と な り ま す 。

ま た 、ま た 、 HDLCHDLC 機器へ機器へ TCPTCP//IPIP 通信の 異常を 通知し ま す 。通信の 異常を 通知し ま す 。

使用例使用例：： 半開設状態の 早期リ カ バ リ 等で 使用。半開設状態の 早期リ カ バ リ 等で 使用。

尚、尚、 11 ～～ 6060 を 設定し て い て もを 設定し て い て も TELNET Log inTELNET Log in 中は無効と なり ま す 。中は無効と なり ま す 。
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▼▼ 相手相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手番の 相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

既に 設定さ れて い た既に 設定さ れて い た   テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の番の IPIP ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場合合

は、は、 同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。

1I=1I=、、 1P (11P (1 番目番目) ) に 設定し た 相手に 対し てに 設定し た 相手に 対し て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC よ り コ ネ ク シ ョ ン 開よ り コ ネ ク シ ョ ン 開

設を 行い ま す 。設を 行い ま す 。

11～～1818の 相手テ ー ブ ル に 登録し た 相手よ り 開設要求を 受信の 場合は、の 相手テ ー ブ ル に 登録し た 相手よ り 開設要求を 受信の 場合は、HDLCHDLCチ ャチ ャ

ン ネ ル にン ネ ル に SABMSABM を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

 (TCP (TCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 非開設時コ ネ ク シ ョ ン 非開設時))

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン は同時に 複数の 開設は出来ま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン は同時に 複数の 開設は出来ま せ ん 。

▼▼ 相手ポ ー ト 番号相手ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 00000000

nnP= hhhhnnP= hhhh   LFCR テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手ポ ー ト 番号を番の 相手ポ ー ト 番号を hhhhhhhh と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1818 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。

※※ 00000000 を 設定の 場合、を 設定の 場合、 こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。こ の テ ー ブ ル ナ ン バ ー は未設定と なり ま す 。

相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。相手機器と 通信を 行なう に は必ず 必要な設定で す 。

▼▼ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

nnM=hh:hh:hh:hh:hh:hhnnM=hh:hh:hh:hh:hh:hh こ の 項目は、こ の 項目は、 設定す る 必要が 有り ま せ ん 。設定す る 必要が 有り ま せ ん 。

ARPARP に よ り 自動的に 取得し ま す 。に よ り 自動的に 取得し ま す 。 開設失敗の 場合は、開設失敗の 場合は、 自動的に 消去し ま す 。自動的に 消去し ま す 。

nnM=0 nnM=0 LFCR   で 消去す る 事が 出来ま す 。で 消去す る 事が 出来ま す 。消去さ れた 場合は、消去さ れた 場合は、再度再度ARPARPか ら の 手順か ら の 手順

と なり ま す 。と なり ま す 。

▼▼ 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM 内の 全て の 設定値が デ フ ォ ル ト 値と なり ま す 。内の 全て の 設定値が デ フ ォ ル ト 値と なり ま す 。

◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　◆プ ロ グ ラ ム モ －ド の 設定　 33//33 ペ －ジペ －ジ

ご 注意ご 注意 今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。重要な設定値は、重要な設定値は、他に メ モ を他に メ モ を

残し て か ら 実行し て 下さ い 。残し て か ら 実行し て 下さ い 。
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2)2) Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC と 通信を 行う 通信相手機器がと 通信を 行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を 実行で き ない 場コ マ ン ド を 実行で き ない 場

合は、合は、相手機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の相手機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の pingp ing が 可能な機器よ り 実行し ま す 。が 可能な機器よ り 実行し ま す 。

((テ ス ト 方法／結果はテ ス ト 方法／結果は 1) 1) と 同様で す 。と 同様で す 。

※※ UNIXUNIX マ シ ン 等で のマ シ ン 等で の pingp ing の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。

※※ information Requestinformation Request//Rep lyRep ly

TimestampTimestamp //Timestamp  Rep lyTimestamp  Rep ly

Add ress Mask Req uestAdd ress Mask Req uest//Rep lyRep ly に は対応し て お り ま せ ん 。に は対応し て お り ま せ ん 。

  第２ 章第２ 章　 簡単な 通信テ ス ト　 簡単な 通信テ ス ト

1)1) Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC と 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器がと 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が UNIXUNIX マ シ ン ま た はマ シ ン ま た は WinW in

dowsdows マ シ ン の 場合マ シ ン の 場合

　 ▼　 ▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 自身の自身の IPIP ア ド レ ス を 設定す る 。ア ド レ ス を 設定す る 。  ( (第第 11 章を 参照章を 参照))

例例：： IP=192.168.0.130 (IP=192.168.0.130 (同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す ))

　 ▼　 ▼ 通信を 行う 相手機器よ り通信を 行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を 実行す る 。コ マ ン ド を 実行す る 。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な 通信テ ス トを 使っ た 簡単な 通信テ ス ト

Microsoft (R) W ind ows 98Microsoft (R) W ind ows 98 で ので の p ingp ing テ ス ト 成功例テ ス ト 成功例

C:¥W INDOW S> p ing  192. 168.0 . 130C:¥W INDOW S> p ing  192. 168.0 . 130

Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 2ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32

Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32Rep ly from  192. 168.0 . 130:  b ytes= 32 time= 1ms TTL= 32

上記が 返送さ れれば、上記が 返送さ れれば、 物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。

Microsoft (R) W ind ows 98Microsoft (R) W ind ows 98 で ので の p ingp ing テ ス ト 失敗例テ ス ト 失敗例

C:¥W INDOW S> p ing  192. 168.0 . 130C:¥W INDOW S> p ing  192. 168.0 . 130

Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :Ping ing  192. 168.0 . 130 w ith 32 b ytes of d a ta :

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

Req uest timed  out.Req uest timed  out.

上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。
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  第３ 章　第３ 章　 伝送仕様に つ い て伝送仕様に つ い て

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先 MACMAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機 MACMAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー ス ア ド レ スソ ー ス ア ド レ ス  ( (送信元送信元 MACMAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の 相手と 自機保持の 相手 MACMAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ンデ ス ト ネ ー シ ョ ン IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先 IP) IP) と 設定し た 自機と 設定し た 自機 IPIPア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー スソ ー ス IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信元送信元 IPIP ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 設定し た 相手と 設定し た 相手 IPIP ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ TCPTCP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト No (No (送信先ポ ー ト送信先ポ ー ト No) No) と 設定し た 自機ポ ー トと 設定し た 自機ポ ー ト NoNo の 一致の 一致

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト No (No (送信元ポ ー ト送信元ポ ー ト No) No) と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NoNo の 確認の 確認

受信し た ソ ー ス ポ ー ト受信し た ソ ー ス ポ ー ト NoNo と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NoNo が 不一致の 場合、が 不一致の 場合、 一時的に一時的に

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NoNo に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。

ま た 、ま た 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQ NoSEQ No、、 ACK NoACK No の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQSEQ、、 ACKACK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。

例例)) IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定例ポ ー ト 番号の 設定例

下記の よ う な設定で 、下記の よ う な設定で 、 自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

◆◆ 矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定はの ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定は Hex (16Hex (16 進数進数) ) で す 。で す 。 相手機器の相手機器の

ポ ー ト 指定をポ ー ト 指定を 1010 進進で 行なう 場合は、で 行なう 場合は、 上記例の 場合、上記例の 場合、 A10C=41228 (Dec) A10C=41228 (Dec) 、、

B001= 45057(Dec) B001= 45057(Dec) と なり ま す 。と なり ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、 00000000 は未設定扱い と な り ま す 。は未設定扱い と な り ま す 。

必ず必ず 00000000 以外の 設定が 必要で す 。以外の 設定が 必要で す 。

MAC= XX:XX:XX:XX:XX:XX

相手ポ ー ト ア ド レ ス

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP=192.168.0.10
自機IPア ド レ ス

PORT=A10C(Hex)

自機ポ ー ト ア ド レ ス

nI=192.168.0.20
相手IPア ド レ ス

nP=B001

相手ポ ー ト ア ド レ ス

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

192.168.0.20
自機IPア ド レ ス

B001

自機ポ ー ト ア ド レ ス

IP=192.168.0.10
相手IPア ド レ ス

A10C(Hex)
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Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等が 発行す るル ー タ 等が 発行す る ARPARP ブ ロ ー ドブ ロ ー ド

キ ャ ス ト に 応答しキ ャ ス ト に 応答し AARPRP応答を 返送し ま す 。応答を 返送し ま す 。

こ れに よ りこ れに よ り ARPARP発行元は、発行元は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と がの イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が

出来ま す 。出来ま す 。 ま た 、ま た 、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 、か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 、 相手の イ ー相手の イ ー

サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し て い ない 場合は、サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し て い ない 場合は、 ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。

応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。 サ ブ ネ ッ ト 間の 通信を 行サ ブ ネ ッ ト 間の 通信を 行

う 場合は、う 場合は、 NETMNETM 等の 設定が 必要と なり ま す 。等の 設定が 必要と なり ま す 。

[[11--55　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] 中の中の NETMNETM等の 設定ぺ ー ジ 及び等の 設定ぺ ー ジ 及び  [ [異なる ネ ッ ト ワ －ク 間の 通異なる ネ ッ ト ワ －ク 間の 通

信例信例] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

３ －２ 　３ －２ 　 A R PA R P に 対す る 応答に 対す る 応答

３ －３ 　３ －３ 　 TC PTC P//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 開設コ ネ ク シ ョ ン の 開設

※※ TCPTCP//IPIP通信で は、通信で は、コ ネ ク シ ョ ン 開設に 成功し ない と デ ー タ の 伝送は出来ま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン 開設に 成功し ない と デ ー タ の 伝送は出来ま せ ん 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設 ( (Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC ク ラ イ ア ン ト 動作ク ラ イ ア ン ト 動作))

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、 以下の シ ー ケ ン以下の シ ー ケ ン

ス と なり ま す 。ス と なり ま す 。

　　 ▼▼ HDLCHDLC 接続機器か ら接続機器か ら SABMSABM を 受信す る 。を 受信す る 。

　　 ▼▼ SABMSABM を 受信し たを 受信し た Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はプ ロ グ ラ ム モ ー ドはプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//33 ペ ー ジ の 相手ペ ー ジ の 相手

設定テ ー ブ ル設定テ ー ブ ル No1No1 に 設定に 設定 ( (1I= ,1P= ) 1I= ,1P= ) し た イ ー サ ネ ッ ト 接続相手機器へし た イ ー サ ネ ッ ト 接続相手機器へ TCPTCP//

IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し ま す 。

　　 ※※ こ の 時イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器はこ の 時イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器は Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC よ り 開設要求を 受信よ り 開設要求を 受信

可能な状態可能な状態 ( (ホ ス ト 型ホ ス ト 型) ) で 動作し て い る 必要が あ り ま す 。で 動作し て い る 必要が あ り ま す 。

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACが 送信し た 開設要求を 受信し た イ ー サ ネ ッ ト 相手機器は、が 送信し た 開設要求を 受信し た イ ー サ ネ ッ ト 相手機器は、

開設要求応答を 返送し ま す 。開設要求応答を 返送し ま す 。

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは HDLCHDLC 相手機器に相手機器に UAUA を 返送し ま す 。を 返送し ま す 。

　　 ※※ こ こ ま で で の シ ー ケ ン ス 終了でこ こ ま で で の シ ー ケ ン ス 終了で TCPTCP//IPIPお よ びお よ び HDLCHDLCの ど ち ら も デ ー タ 伝送の ど ち ら も デ ー タ 伝送

可能と なり ま す 。可能と なり ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はイ ー サ ネ ッ ト 通信相手よ りはイ ー サ ネ ッ ト 通信相手よ り TCPTCP//IPIP 開設要求応答が開設要求応答が

返送さ れない と返送さ れない と UAUA レ ス ポ ン ス を 返送し ま せ ん 。レ ス ポ ン ス を 返送し ま せ ん 。
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◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設 ( (Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC ホ ス ト 動ホ ス ト 動

作作) ) プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//33 ペ ー ジ の 通信相手設定テ ー ブ ル に 設定さ れた イ ー サペ ー ジ の 通信相手設定テ ー ブ ル に 設定さ れた イ ー サ

ネ ッ ト 通信相手機器か らネ ッ ト 通信相手機器か ら TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設要求で あ るコ ネ ク シ ョ ン 開設要求で あ る SYNSYNパ ケ ッ ト 受信パ ケ ッ ト 受信

し た 場合、し た 場合、以下の シ ー ケ ン ス と なり ま す。以下の シ ー ケ ン ス と なり ま す。 ( (相手テ ー ブ ル に 未登録の 相手に は応答相手テ ー ブ ル に 未登録の 相手に は応答

し ま せ ん 。し ま せ ん 。))

　 ▼　 ▼ HDLCHDLC 相手機器に相手機器に SABMSABM を 送信す る 。を 送信す る 。

　 ▼　 ▼ HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り UAUA が 返送さ れた 場合、が 返送さ れた 場合、 イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器へイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器へ

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 対す る 応答を 返送し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 対す る 応答を 返送し ま す 。

　 ※　 ※ こ こ ま で で の シ ー ケ ン ス 終了でこ こ ま で で の シ ー ケ ン ス 終了で TCPTCP//IPIPお よ びお よ び HDLCHDLCの ど ち ら も デ ー タ 伝送の ど ち ら も デ ー タ 伝送

可能と なり ま す 。可能と なり ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り UAUA レ ス ポ ン ス が 返送さ れないレ ス ポ ン ス が 返送さ れない

とと TCPTCP//IPIP 開設要求に 対す る 応答は返送し ま せ ん 。開設要求に 対す る 応答は返送し ま せ ん 。

　 ※　 ※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 他の 通信相手機器か ら の 開設他の 通信相手機器か ら の 開設

要求は受け 付け ま せ ん 。要求は受け 付け ま せ ん 。

　 ※　 ※ イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器がイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器がUNIXUNIXやや WindowsWindowsの ソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム のの ソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム の

場合、場合、相手機器はク ラ イ ア ン ト 型も し く はホ ス ト 型の ど ち ら か の 動作と なり相手機器はク ラ イ ア ン ト 型も し く はホ ス ト 型の ど ち ら か の 動作と なり

ま す 。ま す 。

相手機器が ホ ス ト 型の 場合は、相手機器が ホ ス ト 型の 場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はク ラ イ ア ン ト 動作を 行はク ラ イ ア ン ト 動作を 行

う 必要が あ り ま す 。う 必要が あ り ま す 。

ま た 相手機器が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合は、ま た 相手機器が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はホ ス ト 型のはホ ス ト 型の

動作で あ る 必要が あ り ま す 。動作で あ る 必要が あ り ま す 。
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３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、 以下の シ ー ケ ン以下の シ ー ケ ン

ス と なり ま す 。ス と なり ま す 。

　　 ▼▼ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中にコ ネ ク シ ョ ン 開設中に HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り DISCDISC を 受信を 受信

　　 ▼▼ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 FINFIN パ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (終了要求パ ケ ッ ト終了要求パ ケ ッ ト ) ) を 発行し て 終了手を 発行し て 終了手

順を 実行し ま す 。順を 実行し ま す 。

　　 正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、UAUAを 返送し タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり まを 返送し タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま

す 。す 。

　　 タ イ ム ウ ェ イ ト は、タ イ ム ウ ェ イ ト は、最後に 発行さ れた パケ ッ ト が 確実に 消滅する ま で の 時間最後に 発行さ れた パケ ッ ト が 確実に 消滅する ま で の 時間

で 、で 、ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。　 こ の 間、　 こ の 間、同じ同じ

相手に 対し て相手に 対し て SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行す る 事は出来ま せ ん 。を 発行す る 事は出来ま せ ん 。

　 　 　 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド　 　 　 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 22//33 ペ ー ジ で 設定のペ ー ジ で 設定の WAIT=nnnWAIT=nnn で 設定の 時間待た さ れまで 設定の 時間待た さ れま

す 。す 。

　　 ※※ 上記シ ー ケ ン ス で 終了さ れる の は、上記シ ー ケ ン ス で 終了さ れる の は、 TCPTCP//IPIPお よ びお よ び HDLCHDLC の ど ち ら も デ ー タの ど ち ら も デ ー タ

伝送が伝送が TCPTCP//IP ackIP ack やや HDLC RRHDLC RR に よ り 完結さ れて い る 場合だ け で す 。に よ り 完結さ れて い る 場合だ け で す 。

受信確認待ち が あ る 場合に は、受信確認待ち が あ る 場合に は、TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン はリ セ ッ ト パ ケ ッ ト にコ ネ ク シ ョ ン はリ セ ッ ト パ ケ ッ ト に

よ り 強制切断と なり ま す 。よ り 強制切断と なり ま す 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か ら のイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か ら の FINFINパケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行パケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行

し ま す 。し ま す 。

ま た 、ま た 、 相手機器よ り リ セ ッ ト パ ケ ッ ト相手機器よ り リ セ ッ ト パ ケ ッ ト  ( (強制終了パ ケ ッ ト強制終了パ ケ ッ ト ) ) を 受信の 場合も コ ネを 受信の 場合も コ ネ

ク シ ョ ン を 終了し ま す 。ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、 HDLCHDLC 相手機器に相手機器に DISCDISC を 送信しを 送信し UAUA 待ち と なり ま す 。待ち と なり ま す 。

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACは、は、デ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時に も リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 送出しデ ー タ 再送タ イ ム ア ウ ト 時に も リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 送出し

てて TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。

こ の 時、こ の 時、 HDLCHDLC 相手機器に は相手機器に は DISCDISC が 送信さ れま す 。が 送信さ れま す 。
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Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か らか ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

３ －５３ －５     デ ー タ の 伝送デ ー タ の 伝送

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン が開設中でコ ネ ク シ ョ ン が開設中でHDLCHDLC側も 情報転送フ ェ ーズ であ る 場合は、側も 情報転送フ ェ ーズ であ る 場合は、HDLCHDLCチ ャチ ャ

ン ネ ルに 受信する Ｉ フ レ ー ムデ ータ はン ネ ルに 受信する Ｉ フ レ ー ムデ ータ は TCP/IPTCP/IPデー タ パケ ッ ト と し て 送出さ れま す。デー タ パケ ッ ト と し て 送出さ れま す。

TCPTCP//IPIPから のデータ パケ ッ ト 受信は、から のデータ パケ ッ ト 受信は、そ のデータ 部分をそ のデータ 部分を HDLCHDLCチ ャ ン ネルに 送出し ま す。チ ャ ン ネルに 送出し ま す。

デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、

送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。 　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常に　 再送回数の 既定値を 越え て も 正常に

復帰し ない 場合は復帰し ない 場合は RSTRSTパ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC/AC

相手MAC未取得の 場合

デ －タ "123456789"

ブ ロ －ド キ ャ ス ト ARP

開設要求SYN

ホ ス ト 型

HDLC イ －サ ネ ッ ト

SABM

ARP応答

SYN/ACK

ACK
UA

情報転送フ ェ －ズ コ ネ ク シ ョ ン 開設成功

Iフ レ －ム P= 1

デ －タ "123456789"

ACK
RRレ ス ポ ン ス F=1

デ －タ "ABCDEF"
Iフ レ －ム P= 1

デ －タ "ABCDEF"

RRレ ス ポ ン ス F=1
ACK

Disc
FIN

ACK

FIN

ACK
UA

タ イ ム ウ ェ イ ト

WAIT= nnn

※P= 1:Pollビ ッ ト 1を 表し ま す。 F=1:Finalビ ッ ト 1を 表し ま す。
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イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か らイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

デ －タ

"12345"

開設要求SYN

ク ラ イ ア ン ト 型

HDLC イ －サ ネ ッ ト

SABM

SYN/ACK

ACK

UA

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン 開設

Iフ レ －ム

P=1

デ －タ "12345"

ACK(12345に 対す る )
RR F=1

デ －タ "ABCDEF"

デ －タ

"ABCDEF"

Disc
FIN

ACK

FIN

ACK

UA

Iフ レ －ム

P= 1

RR F=1

ACK("ABCDEF"に 対する )

TCP/IP側は、 ま だ 通信
で き な い

相手機器HDLC機器 Enet-HDLC/AC
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３ －６ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －６ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

３ －６ －１ 　３ －６ －１ 　 H DLCH DLC 機器→機器→ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送

TCPTCP//IPIP が 開設中か つが 開設中か つ HDLCHDLC 側が 情報転送フ ェ ー ズ の 場合、側が 情報転送フ ェ ー ズ の 場合、 HDLCHDLC 機器は 、機器は 、 Enet-Enet-

HDLCHDLC// ACAC を 介し て 相手機器と の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。を 介し て 相手機器と の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは HDLCHDLC 機器か ら の フ レ ー ム を 受信す る 際に 、機器か ら の フ レ ー ム を 受信す る 際に 、 HDLCHDLC チ ャ ン ネチ ャ ン ネ

ル のル の RXC (17RXC (17 番ピ ン番ピ ン ) ) に 入力の ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を と り 、に 入力の ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を と り 、 HDLCHDLC フ レ ー ムフ レ ー ム

を 受信し ま す 。を 受信し ま す 。

従っ て 、従っ て 、HDLCHDLC機器よ り 送信の フ レ ー ム に 同期し た 送信ク ロ ッ ク 信号が 出力さ れ機器よ り 送信の フ レ ー ム に 同期し た 送信ク ロ ッ ク 信号が 出力さ れ

ない 場合は同期が と れず フ レ ー ム を 受信出来ま せ ん 。ない 場合は同期が と れず フ レ ー ム を 受信出来ま せ ん 。

◆◆ TCPTCP//IPIP で は、で は、 １ パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。１ パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。

そ の 値は通常、そ の 値は通常、 14601460 バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。

よ っ てよ っ て HDLCHDLC 機器よ り 一度に 受信可能なＩ フ レ ー ム 情報部の 長さ の 上限は機器よ り 一度に 受信可能なＩ フ レ ー ム 情報部の 長さ の 上限は 14601460

バ イ ト と なり ま す 。バ イ ト と なり ま す 。

ま た 、ま た 、 イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器に よ っ て は一度に 受信可能なイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器に よ っ て は一度に 受信可能な TCPTCP//IPIPパ ケ ッ トパ ケ ッ ト

の デ ー タ 長がの デ ー タ 長が 14601460 バ イ ト 以下の 機器も あ り ま す 。バ イ ト 以下の 機器も あ り ま す 。

こ れはこ れは MSS (MSS (最大セ グ メ ン ト サ イ ズ最大セ グ メ ン ト サ イ ズ ) ) に よ り 決ま り ま す が 、に よ り 決ま り ま す が 、 MSSMSS 値はコ ネ ク シ ョ値はコ ネ ク シ ョ

ン 開設時に の み通知さ れま す 。ン 開設時に の み通知さ れま す 。

よ っ て コ ネ ク シ ョ ン 開設時に 通知さ れたよ っ て コ ネ ク シ ョ ン 開設時に 通知さ れた MSSMSS値が値が 14601460 バ イ ト 以下の 場合、バ イ ト 以下の 場合、例え例え

ばば 10241024 バ イ ト の 時は、バ イ ト の 時は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が 一度に 受信可能なＩ フ レ ー ム 情報部が 一度に 受信可能なＩ フ レ ー ム 情報部

の 長さ はの 長さ は 10241024 バ イ ト と なり ま す 。バ イ ト と なり ま す 。

あ ら か じ め 使用ネ ッ ト ワ ー ク のあ ら か じ め 使用ネ ッ ト ワ ー ク の MTUMTU 値値 ( (最大伝送ユ ニ ッ ト最大伝送ユ ニ ッ ト ) ) や イ ー サ ネ ッ ト 通信や イ ー サ ネ ッ ト 通信

相手の相手の MSSMSS 値を 検討し て 下さ い 。値を 検討し て 下さ い 。

◆◆ TCPTCP//IPIPが開設中か つが開設中か つ HDLCHDLC側が情報転送フ ェ ー ズ で 正し く 受信し た Ｉ フ レ ー ム の側が情報転送フ ェ ー ズ で 正し く 受信し た Ｉ フ レ ー ム の

情報部の みを情報部の みを TCPTCP//IPIP へ 送信し ま す 。へ 送信し ま す 。

ご 注意ご 注意 HDLCHDLC 機器と機器と Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で 設定の ボ ー レ ー ト を 合わ せ て も 必ず 誤差で 設定の ボ ー レ ー ト を 合わ せ て も 必ず 誤差

が 生じ る 為、が 生じ る 為、 ク ロ ッ ク 信号が ない と 同期が と れま せ ん 。ク ロ ッ ク 信号が ない と 同期が と れま せ ん 。
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例例))実際の 転送実際の 転送

①① Ｉ フ レ ー ム の 情報部の みＩ フ レ ー ム の 情報部の み TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送信さ れま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送信さ れま す 。

②② Ｉ フ レ ー ム デ ー タ は受信済みで す が 、Ｉ フ レ ー ム デ ー タ は受信済みで す が 、 上記①の デ ー タ に 対す る上記①の デ ー タ に 対す る TCPTCP//IP ackIP ack が 未が 未

返送の 為、返送の 為、 TCPTCP//IPIP へ は送信し ま せ ん 。へ は送信し ま せ ん 。

③③ PollPoll フ ラ グフ ラ グ =1=1 の Ｉ フ レ ー ム を 受信、の Ｉ フ レ ー ム を 受信、 ③デ ー タ に 対す る③デ ー タ に 対す る TCPTCP//IP ackIP ack を 受信後に 、を 受信後に 、

④④ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ RRRR をを FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =1=1 で 出力し ま す 。で 出力し ま す 。

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC はは HDLCHDLC よ り 受信のよ り 受信の II フ レ ー ム をフ レ ー ム を TCPTCP//IPIP へ 送信し 、へ 送信し 、 TCPTCP//

IPIP のの ackack を 必ず 待ち ま す 。を 必ず 待ち ま す 。 　　 TCPTCP//IPIPよ り 受信確認のよ り 受信確認の ackack が 返送さ れない とが 返送さ れない と

HDLCHDLCチ ャ ン ネ ル へ 受信確認のチ ャ ン ネ ル へ 受信確認の RRRRを 返送し ま せ ん 。を 返送し ま せ ん 。 (TCP (TCP側の 応答を 待た ず側の 応答を 待た ず

にに HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル に 受信確認応答を 返送し ないチ ャ ン ネ ル に 受信確認応答を 返送し ない ：： 内部留保はし ない内部留保はし ない ))

　　 こ れは、こ れは、 HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル よ り 受信の Ｉ フ レ ー ム をチ ャ ン ネ ル よ り 受信の Ｉ フ レ ー ム を TCPTCP//IPIP側へ 送信し た だ側へ 送信し た だ

け で は確実に 相手に 届い た 保証はなく 、け で は確実に 相手に 届い た 保証はなく 、ま た こ の 時点で 受信確認をま た こ の 時点で 受信確認を HDLCHDLCにに

返送し た 場合に返送し た 場合に TCPTCP//IPIP相手機器が 通信不能状態だ っ た 場合、相手機器が 通信不能状態だ っ た 場合、 HDLCHDLC 相手機相手機

器か ら 見る と デ ー タ 送信完了／イ ー サネ ッ ト 相手機器から みる と デ ータ 未受器か ら 見る と デ ー タ 送信完了／イ ー サネ ッ ト 相手機器から みる と デ ータ 未受

信と なっ て し ま う 事を 防ぐ 為で す 。信と なっ て し ま う 事を 防ぐ 為で す 。

⑤⑤ FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =0=0 の Ｉ フ レ ー ム 送信後、の Ｉ フ レ ー ム 送信後、 転送デ ー タ 無く なっ た 。転送デ ー タ 無く なっ た 。

⑥⑥ ⑤に 対す る⑤に 対す る TCPTCP//IP ackIP ack 返送受信後、返送受信後、 T2=T2= で 設定の 時間が 経過し た の でで 設定の 時間が 経過し た の で F=0F=0 でで RRRR

受信確認を受信確認を HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へ 返送す る 。チ ャ ン ネ ル へ 返送す る 。

HDLC イ －サ ネ ッ ト

T2タ イ マ

(プ ロ グ ラ ム モ －ド

T2=nn.nnで 設定)

※( 0 , 2 , P= 1 )は 、 N ( R ) , N ( S ) , Po l l ﾌ ﾗｸﾞ 1 を 表し ま す 。

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン 開設済

Iフ レ －ム (0,0)①

Iフ レ －ム (0,1)②

Iフ レ －ム (0,2,P=1)③

RR(3,F=1)④

Iフ レ －ム (0,3)⑤

RR(4,F=0)⑥

①デ －タ

①に 対する ACK

②デ －タ

②に 対する ACK

③デ －タ に 対する ACK

③デ －タ

⑤デ －タ に 対する ACK

⑤デ －タ

※1 ①デ －タ に 対する ACKが 返送

さ れな い の で 出力し な い

TCP/IPデ －タ と し て 「 情報部」 の み

HDLC機器 相手機器Enet-HDLC/AC

ﾌﾗｸﾞ

7E

制御部

1ﾊﾞｲﾄ

ﾌﾗｸﾞ

7E

ｱﾄﾞﾚｽ

1ﾊﾞｲﾄ

情報部
1～1460
ﾊﾞｲﾄ

2or4
ﾊﾞｲﾄ

FSC
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◆◆ 通常の 伝送通常の 伝送

TCPTCP//IPIPの デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、そ の デ ー タ 部分をそ の デ ー タ 部分を HDLCHDLCチ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

に 送出し ま す 。に 送出し ま す 。

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACか らか ら HDLCHDLC 機器に 送信さ れる Ｉ フ レ ー ム の機器に 送信さ れる Ｉ フ レ ー ム の PollPollフ ラ グ はプ ロ グフ ラ グ はプ ロ グ

ラ ム モ ー ド のラ ム モ ー ド の OC=nOC=n で 設定し た 値に よ り 変わ り ま す 。で 設定し た 値に よ り 変わ り ま す 。

例え ば例え ば OC=2OC=2 と し た 場合は、と し た 場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か らか ら HDLCHDLC 相手機器に 送出さ れる相手機器に 送出さ れる

II フ レ ー ム のフ レ ー ム の 22 番目、番目、 44 番目、番目、 66 番目に 送信Ｉ フ レ ー ム の番目に 送信Ｉ フ レ ー ム の PollPoll フ ラ グ が １ と なり 送フ ラ グ が １ と なり 送

信さ れま す 。信さ れま す 。 　　 PollPoll フ ラ グフ ラ グ =1=1 で Ｉ フ レ ー ム を 送信し た 場合は、で Ｉ フ レ ー ム を 送信し た 場合は、 HDLCHDLC 相手機器相手機器

よ り のよ り の RRRR レ ス ポ ン ス 等を 待ち ま す 。レ ス ポ ン ス 等を 待ち ま す 。 　 こ の 間に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り 次の　 こ の 間に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り 次の

デ ー タ を 受信し て い て もデ ー タ を 受信し て い て も HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へ は送信し ま せ ん 。チ ャ ン ネ ル へ は送信し ま せ ん 。

◆◆ 受信し た受信し た TCPTCP//IPIPデ ー タ パ ケ ッ ト に 対す るデ ー タ パ ケ ッ ト に 対す る ackackはは HDLCHDLCチ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ IIフ レ ー ム とフ レ ー ム と

し て デ ー タ を 送信後にし て デ ー タ を 送信後に HDLCHDLC 相手機器か ら 受信確認応答で あ る相手機器か ら 受信確認応答で あ る RRRR 等を 受信し て等を 受信し て

か ら 返送さ れま す 。か ら 返送さ れま す 。  ( (内部留保はし ま せ ん 。内部留保はし ま せ ん 。 　 前述　 前述33--66--11 と 同様の 理由よ りと 同様の 理由よ り ))

従っ て 、従っ て 、HDLCHDLC機器よ り の 受信確認応答が 遅れた 場合に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が機器よ り の 受信確認応答が 遅れた 場合に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が

デ ー タ の 再送状態と なる 事があ り ま す 。デ ー タ の 再送状態と なる 事があ り ま す 。 ( (イ ー サ ネ ッ ト 側の 通信速度がイ ー サ ネ ッ ト 側の 通信速度がHDLCHDLCに 比に 比

べ る と 遙か に 高速で あ る 為べ る と 遙か に 高速で あ る 為))

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定の ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数の 値プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定の ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数の 値 ( (OC= ) OC= ) を 大き く す る とを 大き く す る と

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ り の デ ー タ 再送が 発生し や す く なり ま す 。イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ り の デ ー タ 再送が 発生し や す く なり ま す 。 ( (相手機相手機

器に よ り ま す が器に よ り ま す が ) )  OC= OC= はは 11～～33程度に 押さ え た 方が イ ー サ ネ ッ ト 側だ け みる と 効程度に 押さ え た 方が イ ー サ ネ ッ ト 側だ け みる と 効

率が 良い 事に なり ま す 。率が 良い 事に なり ま す 。 ( (ご 使用さ れる シ ス テ ム の デ ー タ 発生状態に 依存し ま すご 使用さ れる シ ス テ ム の デ ー タ 発生状態に 依存し ま す ))

ご 使用さ れる シ ス テ ム 及びご 使用さ れる シ ス テ ム 及びHDLCHDLC相手機器に 合わせて 設定を 行う 必要があ り ま す 。相手機器に 合わせて 設定を 行う 必要があ り ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が パ ケ ッ ト を 連続送信す る 際の 注意点イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が パ ケ ッ ト を 連続送信す る 際の 注意点

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 受信し た イ ー サ デ ー タ パ ケ ッ ト を受信し た イ ー サ デ ー タ パ ケ ッ ト を II フ レ ー ム へ 変換し てフ レ ー ム へ 変換し て

HDLCHDLC機器へ 送信し ま す が 、機器へ 送信し ま す が 、HDLCHDLC機器か ら 受信完了の機器か ら 受信完了の RRRR応答が 返送さ れない と応答が 返送さ れない と

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手に 対し てイ ー サ ネ ッ ト 通信相手に 対し て TCP/IPTCP/IP　　 ACKACK を 返送し ま せ ん 。を 返送し ま せ ん 。

RRRR 応答が 遅れた 状態で 、応答が 遅れた 状態で 、 イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が 次の パ ケ ッ ト を 連続送信イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が 次の パ ケ ッ ト を 連続送信

し た 場合、し た 場合、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器の 通信ソ ケ ッ ト に よ っ て は、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器の 通信ソ ケ ッ ト に よ っ て は、複数の デ ー タ複数の デ ー タ

パケ ッ ト を １ つ の パ ケ ッ ト に ま と め て １ パケ ッ ト と し て 送信し て し ま う パッ キ ンパケ ッ ト を １ つ の パ ケ ッ ト に ま と め て １ パケ ッ ト と し て 送信し て し ま う パッ キ ン

グ と い う 事象が 発生す る 事が あ り ま す 。グ と い う 事象が 発生す る 事が あ り ま す 。 こ の よ う なケ ー ス の 場合は、こ の よ う なケ ー ス の 場合は、 HDLCHDLC 機器機器

側が 対応出来ず エ ラ ー デ ー タ と なる 可能性も あ り ま す 。側が 対応出来ず エ ラ ー デ ー タ と なる 可能性も あ り ま す 。 　　

従っ て 、従っ て 、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器は、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器は、デ ー タ パ ケ ッ ト 送信の 際にデ ー タ パ ケ ッ ト 送信の 際に HDLCHDLC機器へ機器へ

デ ー タ 送信の 際の 実時間デ ー タ 送信の 際の 実時間 ( (例例：： 9600bps9600bpsでで 100100 バ イ ト なら 約バ イ ト なら 約100msec100msec の 送信時間の 送信時間

が 必要が 必要) ) 及び及び RRRR 応答時間を 考慮し た 上、応答時間を 考慮し た 上、 パ ッ キ ン グ が 発生し ない 間隔で イ ー サパ ッ キ ン グ が 発生し ない 間隔で イ ー サ

デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信す る 必要が あ り ま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト を 送信す る 必要が あ り ま す 。

３ －６ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→３ －６ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC →→ H DLCH DLC 機器へ の デ ー タ 伝送機器へ の デ ー タ 伝送
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例例))実際の 転送実際の 転送

①① TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部の みが Ｉ フ レ ー ム と し て 取り 出さ れま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部の みが Ｉ フ レ ー ム と し て 取り 出さ れま す 。

②② 上記①で 取れ出さ れた デ ー タ 部の みがＩ フ レ ー ム と し て上記①で 取れ出さ れた デ ー タ 部の みがＩ フ レ ー ム と し て HDLCHDLCチ ャ ン ネ ル に 送信チ ャ ン ネ ル に 送信

さ れま す 。さ れま す 。 (Poll (Pollフ ラ グ はフ ラ グ は 0)0)

③③ 22 パ ケ ッ ト 目のパ ケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信

④④ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ 22 パ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 送信パ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 送信 PollPoll フ ラ グ はフ ラ グ は 00

⑤⑤ 33 パ ケ ッ ト 目のパ ケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信

⑥⑥ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に 設定の ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数がに 設定の ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数が OC=3OC=3 の 為、の 為、 HDLCHDLC チ ャ ンチ ャ ン

ネ ル に 送信す るネ ル に 送信す る 33 パ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ のパ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ の PollPoll フ ラ グ はフ ラ グ は 11 と なる 。と なる 。

⑦⑦ HDLCHDLC 相手機器よ り 受信確認の相手機器よ り 受信確認の RRRR が 返送さ れる 。が 返送さ れる 。 　　 FinalFinal フ ラ グフ ラ グ =1=1

全て の 送信Ｉ フ レ ー ム に 対する 受信確認を 受信し た の で 受信パケ ッ ト 分の全て の 送信Ｉ フ レ ー ム に 対する 受信確認を 受信し た の で 受信パケ ッ ト 分のTCPTCP//IPIP

ackack を 返送す る 。を 返送す る 。

　 ▼　 ▼ RR RR が 未返送の 状態で ⑧の デ ー タ を 受信し て もが 未返送の 状態で ⑧の デ ー タ を 受信し て も HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へ は⑨の Ｉチ ャ ン ネ ル へ は⑨の Ｉ

　 フ レ ー ム デ ー タ は送信し ない 。　 フ レ ー ム デ ー タ は送信し ない 。

　 ▼　 ▼  転送例で転送例で HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル の ボ ー レ ー ト がチ ャ ン ネ ル の ボ ー レ ー ト が 96009600 でで 11 ～～ 33 番目の パ ケ ッ ト の番目の パ ケ ッ ト の

　 デ ー タ 長が　 デ ー タ 長が 10241024 バ イ ト の 場合、バ イ ト の 場合、 ②か ら ⑥ま で の 物理的な転送時間は下記と②か ら ⑥ま で の 物理的な転送時間は下記と

　 なり ま す 。　 なり ま す 。

HDLC機器 相手機器

HDLC

※Enet-HDLC/AC プ ロ グ ラ ム モ －ド 設定 OC=3の 場合

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン 開設済

I(0,0)

I(0,1)

RR(3,F=1)

RR(4,F=0)

デ －タ ①に 対する ACK

ﾍｯﾀﾞ- ABCDEF CRC

デ －タ 部

TCP/IPデ －タ

I(0,2,P=1)

デ －タ ③に 対する ACK

デ －タ ⑤に 対する ACK

TCP/IPデ －タ

I(0,3)

デ －タ ⑧に 対する ACK

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

TCP/IPデ －タ

Enet-HDLC/AC

イ －サ ネ ッ ト
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３ －６ －３ 　 全二重動作時の デ ー タ 伝送例３ －６ －３ 　 全二重動作時の デ ー タ 伝送例

10241024 バ イ ト シ リ ア ル 転送に 必要な 時間バ イ ト シ リ ア ル 転送に 必要な 時間 0.85Sec 0.85Sec ×× 33 パ ケ ッ ト 分パ ケ ッ ト 分 =2.55Sec=2.55Sec

こ の 時、こ の 時、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器は①で 送信の パ ケ ッ ト に 対す るイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器は①で 送信の パ ケ ッ ト に 対す る ackackが 上が 上

記時間待た さ れる 事に なる の で 、記時間待た さ れる 事に なる の で 、通常で あ れば①の 再送状態と なり通常で あ れば①の 再送状態と なり TCPTCP//IPIP

側の 転送効率が 落ち る 事に なり ま す 。側の 転送効率が 落ち る 事に なり ま す 。 ( (再送ま で の 時間等は相手機器に 依存再送ま で の 時間等は相手機器に 依存

し ま す 。し ま す 。) ) よ っ てよ っ て HDLCHDLC 側通信速度が 遅く側通信速度が 遅く TCPTCP//IPIPか ら 受信の デ ー タ 長が 長か ら 受信の デ ー タ 長が 長

い 場合に はい 場合に は OC=nOC=n の 設定値を 小さ く す る 必要が あ り ま す 。の 設定値を 小さ く す る 必要が あ り ま す 。

⑧⑧ 44 パ ケ ッ ト 目のパ ケ ッ ト 目の TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信

⑨⑨ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ 44 パ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 送信パ ケ ッ ト 目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 送信    FinalFinal フ ラ グ はフ ラ グ は 00

⑩⑩ 上記⑨に 対す る 受信確認応答上記⑨に 対す る 受信確認応答RRRRを 受信し た の で 、を 受信し た の で 、デ ー タ ⑧に 対す るデ ー タ ⑧に 対す る TCPTCP//IP  ackIP  ack

を 返送を 返送

TCP/IP開設要求SYN

ク ラ イ ア ン ト 型

HDLC イ －サ ネ ッ ト

SABM

SYN/ACK

ACK

UA

情報転送フ ェ －ズ TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン 開設

I(0,0)

③の TCP/IPデ －タ

④に 対する ACK
I(1,1)

TCP/IPデ －タ (1)

RR(2,F=1)
⑦に 対する ACK

⑫に 対する ACK

I(0,0)

⑥の TCP/IPデ －タ

TCP/IPデ －タ (2)

I(2,1,P=1)

⑥に 対する ACK

I(2,2,P=1)
⑫の TCP/IPデ －タ

RR(3,F=1)

①

②

④

⑤

⑦

⑨

⑪

⑬

⑫

⑩

⑧

⑥

③

②に 対する ACK

HDLC機器 相手機器
Enet-HDLC/AC
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①① Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACが ホ ス ト 動作、が ホ ス ト 動作、イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が ク ラ イ ア ン ト 動作に よイ ー サ ネ ッ ト 相手機器が ク ラ イ ア ン ト 動作に よ

りり TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信、コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信、 HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ SABMSABM 送信。送信。

UAUA の 受信に よ りの 受信に よ り TCPTCP//IPIPへへ SYNSYN//ACKACK を 返送。を 返送。

TCPTCP//IPIPよ りよ り ackack を 受信しを 受信し TCPTCP//IPIP開設状態へ 移行。開設状態へ 移行。 　　 HDLCHDLC は情報転送フ ェ ー ズは情報転送フ ェ ー ズ

図例で は図例で は Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数設定はの ア ウ ト ス タ ン デ ィ ン グ 数設定は 22 と し て い ま す 。と し て い ま す 。

②② イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ りイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ り 11 番目の パ ケ ッ ト デ ー タ を 受信番目の パ ケ ッ ト デ ー タ を 受信

③③ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ 11 番目の パ ケ ッ ト デ ー タ 送信中に番目の パ ケ ッ ト デ ー タ 送信中に HDLCHDLC 相手機器よ り も相手機器よ り も 11 番番

目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 受信。目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を 受信。

④④ 上記③で 受信の上記③で 受信の 11 番目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を番目の Ｉ フ レ ー ム デ ー タ を TCPTCP//IPIP デ ー タ と し て 送信デ ー タ と し て 送信

⑤⑤ 上記④に 対す る上記④に 対す る TCPTCP//IP ackIP ack を 受信を 受信

⑥⑥ HDLCHDLC相手機器よ り ③で 送信し た １ 番目の パケ ッ ト デ ー タ の 受信確認を 上乗せ し相手機器よ り ③で 送信し た １ 番目の パケ ッ ト デ ー タ の 受信確認を 上乗せ し

たた 22 番目の Ｉ フ レ ー ム を 受信番目の Ｉ フ レ ー ム を 受信

⑦⑦ ほぼ⑥と 同時に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ りほぼ⑥と 同時に イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り 22 番目の パ ケ ッ ト デ ー タ を 受信番目の パ ケ ッ ト デ ー タ を 受信

⑧⑧ ⑥で 受信の⑥で 受信の 22 番目の番目の II フ レ ー ム をフ レ ー ム を TCPTCP//IPIP へ 送信へ 送信

⑨⑨ OC=2OC=2 の 設定よ りの 設定よ り HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ P=1P=1 のの 22 番目の番目の II フ レ ー ム を 送信フ レ ー ム を 送信

⑩⑩ ⑧で 送信の⑧で 送信の P=1P=1 のの 22 番目の パ ケ ッ ト デ ー タ に 対す る 受信確認応答を 受信番目の パ ケ ッ ト デ ー タ に 対す る 受信確認応答を 受信

⑪⑪ ⑦で 受信の⑦で 受信の 22 番目の パ ケ ッ ト デ ー タ に 対す る番目の パ ケ ッ ト デ ー タ に 対す る ackack を 送信を 送信 ( (⑧の 受信に よ り⑧の 受信に よ り ))

⑫⑫ HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り 33 番目の番目の II フ レ ー ム デ ー タ が 送信さ れる 。フ レ ー ム デ ー タ が 送信さ れる 。

上記デ ー タ に 対す る上記デ ー タ に 対す る TCPTCP//IP ackIP ack が 返送さ れた の で 受信確認応答が 返送さ れた の で 受信確認応答 RRRR を 送信を 送信
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  第４ 章第４ 章　 情報フ レ －ム 送受信時の 誤り 回復動作　 情報フ レ －ム 送受信時の 誤り 回復動作

４ －１ 　４ －１ 　 R RR R に よ る 回復動作に よ る 回復動作

最後の Ｉ フ レ ー ム最後の Ｉ フ レ ー ム  ( (情報フ レ ー ム情報フ レ ー ム ))を 送信時に 伝送誤り が 発生し て 相手を 送信時に 伝送誤り が 発生し て 相手 HDLCHDLC 機器に機器に

よ っ て 受信さ れない 時は、よ っ て 受信さ れない 時は、 順序誤り は検出さ れま せ ん 。順序誤り は検出さ れま せ ん 。

こ の 為、こ の 為、 送信し た Ｉ フ レ ー ム に 対す る 受信確認を 受け 取っ て い ない送信し た Ｉ フ レ ー ム に 対す る 受信確認を 受け 取っ て い ない Enet-HDLCEnet-HDLC//

ACAC は以下の よ う な手順で Ｉ フ レ ー ム を 再送す る 動作を 行い ま す 。は以下の よ う な手順で Ｉ フ レ ー ム を 再送す る 動作を 行い ま す 。

HDLC機器 相手機器

HDLC イ －サ ネ ッ ト

※④の RRが 返送さ れない 場合は、 T1タ イ マ 設定値で N2設定値回数分③の 再送を 行い 、

TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン を 切断し て 開設待ち 状態と な り ま す。

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,0)

I(0,1､P=1)

RR(0,P= 1)

デ －タ ①に 対す る TCP/IP ACK

TCP/IPデ －タ ①

TCP/IPデ －タ ②

デ －タ ③に 対す る TCP/IP ACK

I(0,1,P=1)

RR受信待ち

タ イ ム ア ウ トT1タ イ マ

③

上記①②の 再送

上記①②の 再送

④
RR(1,F=1)

RR(2,F=1)

伝送誤り デ －タ の 再送

×

Enet-HDLC/AC
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４ －２ 　４ －２ 　 R E JR E J に よ る 回復動作に よ る 回復動作

順序誤り を 検出時の 回復動作は以下と なり ま す 。順序誤り を 検出時の 回復動作は以下と なり ま す 。

以下の 例で は、以下の 例で は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が Ｒ Ｅ Ｊ フ レ ー ム を 受信時の 動作と なっ て い ま すが Ｒ Ｅ Ｊ フ レ ー ム を 受信時の 動作と なっ て い ま す

が 、が 、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が 順序誤り を 検出し た 場合も 同様の 動作と なり ま す 。が 順序誤り を 検出し た 場合も 同様の 動作と なり ま す 。

HDLC機器 相手機器

HDLC イ －サ ネ ッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,0)①’

I(0,1)②’

TCP/IPデ －タ ①

TCP/IPデ －タ ②

障害発生

REJ(1)

再送

I(0,2)③’

TCP/IPデ －タ ③

I(0,1)②’

I(0,2)③’

RR(3)

①～③に 対す る TCP/IP ACK

×

Enet-HDLC/AC
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４ －３ 　４ －３ 　 R N RR N R に よ るに よ る b u s yb u s y 状態回復動作状態回復動作

busybusy 状態と は、状態と は、 一時的に Ｉ フ レ ー ム の 受け 入れが 出来なく なっ た 状態の 事で す 。一時的に Ｉ フ レ ー ム の 受け 入れが 出来なく なっ た 状態の 事で す 。

こ の 時こ の 時 RNRRNR フ レ ー ム が 使用さ れま す 。フ レ ー ム が 使用さ れま す 。

busybusy 状態か ら の 復帰は以下の よ う に なり ま す 。状態か ら の 復帰は以下の よ う に なり ま す 。

HDLC機器 相手機器

HDLC イ －サ ネ ッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

I(0,1)

I(0,2)

TCP/IPデ －タ 送信①

TCP/IPデ －タ 送信②

RNR(4,P= 1)

I(0,3)

TCP/IPデ －タ 送信③

RR(0,F=1)

TCP/IPデ －タ ④の Iフ レ －ム

TCP/IPデ －タ 送信④

RR(4,P=0)

I(0,4)
busy解除通知

busy状態通知

busy状態了承

Enet-HDLC/AC
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  第５ 章　第５ 章　 伝送異常時の 動作伝送異常時の 動作

５ －１ 　５ －１ 　 FR M RFR M R 送信時の 動作送信時の 動作

FRMRFRMR レ ス ポ ン ス は通常以下の よ う な場合に 送信さ れま す 。レ ス ポ ン ス は通常以下の よ う な場合に 送信さ れま す 。

◆◆ 未定義ま た は実行で き ない 有効なフ レ ー ム を 受信の 場合未定義ま た は実行で き ない 有効なフ レ ー ム を 受信の 場合

◆◆ 使用出来る バ ッ フ ァ の 容量を 超え る 長さ の 情報部を 持つ使用出来る バ ッ フ ァ の 容量を 超え る 長さ の 情報部を 持つ IIフ レ ー ム や Ｕ Ｉ フ レ ーフ レ ー ム や Ｕ Ｉ フ レ ー

ム を 受信の 場合ム を 受信の 場合

◆◆ 無効無効N (R) N (R) を 持つ フ レ ー ム を 受信の 場合を 持つ フ レ ー ム を 受信の 場合

FRMRFRMR を 送信の 場合は以下の よ う な動作と なり ま す 。を 送信の 場合は以下の よ う な動作と なり ま す 。

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン を 切断後の 動作は相手コ ネ ク シ ョ ン を 切断後の 動作は相手HDLCHDLC機器か ら の 応答に よ り 異なり ま す 。機器か ら の 応答に よ り 異なり ま す 。

◆◆ SABMSABM 受信の 場合、受信の 場合、 通常通常 LAPLAP--BB で はで は UAUA を 返送し て 通信可能状態と なり ま す が 、を 返送し て 通信可能状態と なり ま す が 、

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 場合は 動作が 異なり ま す 。の 場合は 動作が 異なり ま す 。

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手が ホ ス ト 型の 場合は、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手が ホ ス ト 型の 場合は、SABMSABMを 受信後再び イ ー サ ネ ッ ト 通を 受信後再び イ ー サ ネ ッ ト 通

信相手に 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し 開設に 成功す れば信相手に 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し 開設に 成功す れば UAUAを 返送し てを 返送し て

通信可能状態と なり ま す 。通信可能状態と なり ま す 。

し か し 、し か し 、 イ ー サネ ッ ト 通信相手がク ラ イ ア ン ト 型の場合はあく ま で も イ ーサ ネッイ ー サネ ッ ト 通信相手がク ラ イ ア ン ト 型の場合はあく ま で も イ ーサ ネッ

ト 通信相手よ り の開設要求を 待つ 動作と なる 為、ト 通信相手よ り の開設要求を 待つ 動作と なる 為、SABMSABMに 対する 応答は行いま せん。に 対する 応答は行いま せん。

◆◆ DISCDISC を 受信の 場合は、を 受信の 場合は、 UAUA を 返送後に 初期状態へ 戻り ま す 。を 返送後に 初期状態へ 戻り ま す 。

DMDM を 受信の 場合は、を 受信の 場合は、 何も 返送せ ず に 初期状態へ 戻り ま す 。何も 返送せ ず に 初期状態へ 戻り ま す 。

HDLC機器

HDLC イ －サ ネ ッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

FRMR

無効N(R)を 持つ Iフ レ －ム

リ セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ る

SABM

Disc

DM

ま た は

ま た は

①

相手機器

TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン の 切断

Enet-HDLC/AC
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５ －２ 　５ －２ 　 FR M RFR M R 受信時の 動作受信時の 動作

FRMRFRMR を 受信時の 動作は以下と なり ま す 。を 受信時の 動作は以下と なり ま す 。

HDLC機器 相手機器

HDLC イ －サ ネ ッ ト

情報転送フ ェ －ズ TCP/IP開設状態

FRMR

無効フ レ －ム

リ セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ る

TCP/IPコ ネ ク シ ョ ン の 切断

SABM

DM

※相手機器が ホ ス ト 型か 、

ク ラ イ ア ン ト 型か に よ り 異なる

相手機器が ホ ス ト 型の 場合、 DMを

送信し て SABM勧誘動作と なる

相手機器が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合、
相手か ら の 再開設要求SYNに よ り
SABM送信する

SYN

Enet-HDLC/AC
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５ －３ 　 情報転送フ ェ －ズ に お け る５ －３ 　 情報転送フ ェ －ズ に お け る U A , D M , D I S CU A , D M , D I S C 受信時の 動作受信時の 動作

◆◆ 情報転送フ ェ ー ズ に お い て情報転送フ ェ ー ズ に お い て UAUAま た はま た は DMDM 受信の 場合は、受信の 場合は、以下の 動作と なり ま す 。以下の 動作と なり ま す 。

①① 開設中の開設中の TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を リ セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ り 切断す る 。コ ネ ク シ ョ ン を リ セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ り 切断す る 。

②② イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が ホ ス ト 型の 場合はイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が ホ ス ト 型の 場合はDMDMを 送信し てを 送信し て HDLCHDLC相手機相手機

器よ り の器よ り の SABMSABM 勧誘を 行い 、勧誘を 行い 、TCPTCP//IPIP再コ ネ ク シ ョ ン ／デ ー タ 転送可能状態再コ ネ ク シ ョ ン ／デ ー タ 転送可能状態

へ の 移行を 試みま す 。へ の 移行を 試みま す 。

相手機器が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合は、相手機器が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合は、HDLCHDLC相手機器に 対し て 何も 返送し ま相手機器に 対し て 何も 返送し ま

せ ん 。せ ん 。

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ り の 再開設要求で あ るイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器よ り の 再開設要求で あ る SYNSYNパ ケ ッ ト を 受信すパ ケ ッ ト を 受信す

れば、れば、 HDLCHDLC 相手機器に 対し て相手機器に 対し て SABMSABM を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

◆◆ DISCDISC 受信時に 応答確認さ れて い ない パ ケ ッ ト が 無い 場合に は、受信時に 応答確認さ れて い ない パ ケ ッ ト が 無い 場合に は、 TCPTCP//IPIP コ ネ クコ ネ ク

シ ョ ン を 切断要求シ ョ ン を 切断要求 FINFIN に よ り 切断し ま す 。に よ り 切断し ま す 。

ま た 、ま た 、 TCPTCP//IPIP 切断に 成功す る と切断に 成功す る と UAUA を 返送し ま す 。を 返送し ま す 。

DISCDISCに よ る 切断時は、に よ る 切断時は、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が ホ ス ト 型で もイ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器が ホ ス ト 型で も DMDM送信は行い送信は行い

ま せ ん 。ま せ ん 。

UAUA 返送後に返送後に HDLCHDLC 機器よ り機器よ り SABMSABM を 受信し て も プ ロ グ ラ ム モ ー ドを 受信し て も プ ロ グ ラ ム モ ー ド 22//33 で 設定ので 設定の

WAIT=nnn (WAIT=nnn (単位は単位はSec) Sec) 時間の 間はイ ー サ ネ ッ ト 通信相手に 対し て 開設要求は送時間の 間はイ ー サ ネ ッ ト 通信相手に 対し て 開設要求は送

信し ま せ ん 。信し ま せ ん 。

ご 注意ご 注意 イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器の 動作イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器の 動作 ( (ホ ス ト 型／ク ラ イ ア ン ト 型ホ ス ト 型／ク ラ イ ア ン ト 型) ) を ど ち ら でを ど ち ら で

行う か を ご 使用に なら れる シ ス テ ム と 合わ せ て ご 検討下さ い 。行う か を ご 使用に なら れる シ ス テ ム と 合わ せ て ご 検討下さ い 。

　 　　 　 異なる プ ロ ト コ ル の 接続を 行っ て い る 為、異なる プ ロ ト コ ル の 接続を 行っ て い る 為、双方の プ ロ ト コ ル の 一部動作が仕双方の プ ロ ト コ ル の 一部動作が仕

様と 異なる 点に 留意し て シ ス テ ム 構築を 行っ て 下さ い 。様と 異なる 点に 留意し て シ ス テ ム 構築を 行っ て 下さ い 。
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５ －４ 　 イ －サ ネ ッ ト 間で の 伝送異常５ －４ 　 イ －サ ネ ッ ト 間で の 伝送異常

①① ARPARP送信時送信時

　　 ▼▼ ARPARP に 対す る 応答が 無い と 以下の 動作と なり ま す 。に 対す る 応答が 無い と 以下の 動作と なり ま す 。 　　

応答が 無い 場合はコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。応答が 無い 場合はコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。

　 　 　　 　 　 55秒間隔で秒間隔で ARPARP要求を要求を 44回送信し ま す 。回送信し ま す 。　 こ の 間に 応答が ない 場合はタ イ ム　 こ の 間に 応答が ない 場合はタ イ ム

ア ウ ト と なり 初期状態ア ウ ト と なり 初期状態 ( (CLOSEDCLOSED 状態状態) ) へ 移行し ま す 。へ 移行し ま す 。

②② TCPTCP//IPIP 開設要求開設要求 SYNSYN 送信時送信時

　　 ▼▼ SYNSYN に 対す る 応答が 無い と 以下の 動作と なり ま す 。に 対す る 応答が 無い と 以下の 動作と なり ま す 。

応答が 無い 場合はコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。応答が 無い 場合はコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。

55 秒間隔で秒間隔で SYNSYN 要求を要求を 44 回再送し ま す 。回再送し ま す 。 　　

そ の 後そ の 後 3030 秒応答を 待ち 応答が 無い 場合はタ イ ム ア ウ ト と なり 初期状態秒応答を 待ち 応答が 無い 場合はタ イ ム ア ウ ト と なり 初期状態

((CLOSEDCLOSED 状態状態) ) へ 移行し ま す 。へ 移行し ま す 。

③③ デ ー タ 送信に 対す る 受信確認デ ー タ 送信に 対す る 受信確認 ACKACK 待ち 及び 終了要求待ち 及び 終了要求FINFIN 送信に 対す る送信に 対す る ACKACK 待ち待ち

の 場合の 場合

　　 ▼▼ 下記間隔で下記間隔で DATADATAま た はま た は FINFINを 再送し ま す 。を 再送し ま す 。　 タ イ ム ア ウ ト 後は初期状態へ　 タ イ ム ア ウ ト 後は初期状態へ

移行し ま す 。移行し ま す 。

１ 秒→１ 秒→ 22 秒→秒→ 44 秒→秒→ 88 秒→秒→ 1616 秒→秒→ 3232 秒間応答を 待つ →タ イ ム ア ウ ト秒間応答を 待つ →タ イ ム ア ウ ト

プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 22//33 ペ ー ジペ ー ジ TRY=STRY=S 設定時設定時

TRY=NTRY=N と す る と 再送間隔は以下と なり ま す 。と す る と 再送間隔は以下と なり ま す 。

１ 秒→１ 秒→ 22 秒→秒→ 44 秒→秒→ 88 秒→秒→ 1616 秒→秒→ 3232 秒→秒→ 6464 秒→秒→ 7070 秒→秒→ 7070 秒→秒→ 7070 秒秒

→→ 7070 秒秒→→ 7070 秒→秒→ 7070 秒間応答を 待つ →タ イ ム ア ウ ト秒間応答を 待つ →タ イ ム ア ウ ト

④④ イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り リ セ ッ ト パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、 TCPTCP//IPIP コ ネ クコ ネ ク

シ ョ ン を 切断後、シ ョ ン を 切断後、 HDLCHDLC 相手機器に 対し て相手機器に 対し て DISCDISC を 送信しを 送信し UAUA を 待ち ま す 。を 待ち ま す 。

UAUA を 受信後は、を 受信後は、 再開設待ち と なり ま す 。再開設待ち と なり ま す 。

　　 ※※ イ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ りイ ー サ ネ ッ ト 相手機器よ り TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 終了要求コ ネ ク シ ョ ン 終了要求FINFINを 受信時の 場を 受信時の 場

合も ④と 同様の 動作と なり ま す。合も ④と 同様の 動作と なり ま す。　 但し こ の 場合は正常な切断シ ー ケ ン ス と　 但し こ の 場合は正常な切断シ ー ケ ン ス と

なり ま す 。なり ま す 。
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  第６ 章　第６ 章　 使用例使用例

６ －１ 　６ －１ 　 Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/AC を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順

こ こ で は、こ こ で は、 シ ス テ ム にシ ス テ ム に Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC を 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ まを 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま

し た 。し た 。 そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。

HDLCチ ャ ン ネ ル の 通信条件 (ボ ー レ ー ト 、 ク ロ ッ ク 選択、 デ ー タ コ ー ド 化フ ォ ー マ ッ ト

の 選択、 ア ド レ ス の 設定等)

システム管理者に自機IPアド レスを割り 当ててもら い、 相手機器IPの情報を得ます。
他のサブネッ ト と の接続の場合は、 サブネッ ト マスク 、 デフ ォ ルト ゲート ウェ イ、 サブネッ ト ブロ ー
ド キャ スト アド レスの情報も得ます。

取得し た 情報を 元に 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 必要条件を 設定し ま す。 (プ ロ グ ラ ム モ ー ド は
RS232Cも し く はTelnetよ り )

必ず 設定が 必要な項目

HDLC関連： 通信条件(DM＝xを 除く 全て の 項目)

イ ー サ ネ ッ ト 関連： 自機IP､自機PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Page IP= ,PORT= )

相手IP､相手PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 3/3Pag e nI= ,nP= nは相手TABLE No)

場合に よ り 設定が 必要な項目

HDLC関連： 電源投入時の DM送信

イ ー サ ネ ッ ト 関連： サ ブ ネ ッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Page

NETM= ,DEFG= ,BRDA= )

設定終了後、 プロ グラ ムモード を終了し ます。
イ ーサネッ ト 通信相手機器より ping等により イ ーサネッ ト部分の物理結線が常かど う か確認し ます。

詳細は [第2章] をご参照く ださ い。

HDLC相手機器を 接続し ま す。 接続の 際に はケ ー ブ ル 結線に 十分に 注意し ま す。

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合

Enet-HDLC/ACに 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し ま す。 HDLC相手機器に 対し て

SABMが 送信さ れま す。

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手が ホ ス ト 型の 場合

HDLC相手機器よ り Enet-HDLCACに 対し て SABMを 送信し ま す。

正し く 開設の 場合
LEDCONNECTが 緑

で 点灯し 、 デ ー タ
送信可能状態に なり
ま す。

LEDCONNECTが 緑で 点灯し な い 場合はデ ー タ 通信出来ま せん 。

最初か ら 以下も 手順を 確認し ま す。

①Enet-HDLC/ACの 設定は正し い か ？

②イ ー サ ネ ッ ト 通信相手の IP,port等は 正し い か ？起動し て い る か ？

③HDLCケ ー ブ ル 結線は正し い か ？

④物理的結線は 正常か ？

⑤設定の HDLCア ド レ ス は 正常か ？

実際に 運用の 機器接続構成／ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 動作確認

どのよう なイ ーサネッ ト に接続するか確認し ます。 回線仕様、 ハード 、 コ ネク タ 、 相手機器の仕

様、 ソケッ ト 通信 (ク ラ イ アント 型orホスト 型) 、 サブネッ ト の有無



4343

第６ 章　 使用例第６ 章　 使用例

６ －２ 　 使用例６ －２ 　 使用例 [ [ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続]]

ユ －ザ －様作製の ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。ユ －ザ －様作製の ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC が サ ポ ー ト し て い る 手順、が サ ポ ー ト し て い る 手順、 ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順

をを 組み合わ せ て 構築し て 下さ い 。組み合わ せ て 構築し て 下さ い 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に は 自機に は 自機 IPIP//PORTPORT の 設定の 設定 ( (IP= ,PORT= ) IP= ,PORT= ) 及び ホ ス ト マ シ ン の及び ホ ス ト マ シ ン の IPIP//

PORT(nnI=PORT(nnI=，， nnP= ) nnP= ) の 設定が 必要で す 。の 設定が 必要で す 。

※※ ホ ス ト か ら 開設の 場合で も 、ホ ス ト か ら 開設の 場合で も 、 nnP= hhhhnnP= hhhh を 適当な値で 必ず 設定し ま す 。を 適当な値で 必ず 設定し ま す 。 　　

◆◆ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

ク ラ イ ア ン ト 型で 動作し て い る ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら の 開設要求を 受信する とク ラ イ ア ン ト 型で 動作し て い る ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら の 開設要求を 受信する と

HDLCHDLC 相手機器側に相手機器側に SABMSABM を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。 HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り UAUA を 受信す る とを 受信す る と

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。 LED CONNECTLED CONNECTが 緑で 点灯し ま す 。が 緑で 点灯し ま す 。

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら の 切断要求を 受信時にソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら の 切断要求を 受信時に HDLCHDLC 相手機器に 対し て相手機器に 対し て DISCDISC をを

送信し ま す 。送信し ま す 。

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

HDLCHDLC 相手機器よ り相手機器よ り UAUA を 受信の 場合は、を 受信の 場合は、 初期状態に 戻り ソ ケ ッ ト よ り の 再接続初期状態に 戻り ソ ケ ッ ト よ り の 再接続

要求を 待ち ま す 。要求を 待ち ま す 。

UAUA が 受信出来ない 場合は、が 受信出来ない 場合は、 DISCDISC をを T1T1 タ イ マ に よ りタ イ マ に よ り N2N2 回再送し ま す 。回再送し ま す 。

再送の タ イ ム ア ウ ト 後は、再送の タ イ ム ア ウ ト 後は、 初期状態に 戻り ま す 。初期状態に 戻り ま す 。

※※ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側に は、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側に は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの IP=IP=//PORT=PORT= で 指定の 値を 設定で 指定の 値を 設定

す る 必要が あ り ま す 。す る 必要が あ り ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で ので の PORT=PORT= の 指定はの 指定は 1616 進指定で す 。進指定で す 。 　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で

指定の指定の PORT NoPORT No がが 1010 進指定の 場合は、進指定の 場合は、 表記の 違い に ご 注意下さ い 。表記の 違い に ご 注意下さ い 。

H D LCイ ー サ ネ ッ ト

UNIX or W ind owsPC

Enet-HDLC/AC

HDLC相手機器

Enet-HDLC/AC

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器

+ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム (ユ ー ザ ー 様作製)
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◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 側か ら側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

HDLCHDLC 接続相手機器よ り接続相手機器よ り SABMSABM を 受信す る と 、を 受信す る と 、 通信相手通信相手TBLTBLのの 11 番目に 設定さ れ番目に 設定さ れ

た イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器に 対し てた イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器に 対し て TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し まコ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 送信し ま

す 。す 。

こ の 時、こ の 時、ソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム はホ ス ト 型に て 起動済みで コ ネ ク シ ョ ン 開設をソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム はホ ス ト 型に て 起動済みで コ ネ ク シ ョ ン 開設を

待っ て い る 状態で なけ ればコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。待っ て い る 状態で なけ ればコ ネ ク シ ョ ン 開設は出来ま せ ん 。

ま た 、ま た 、 ソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合も 通常はコ ネ ク シ ョ ンソ ケ ッ ト 通信プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合も 通常はコ ネ ク シ ョ ン

開設が 出来ま せ ん 。開設が 出来ま せ ん 。

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れる とコ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れる と LED CONNECTLED CONNECTが 緑で 点灯し ま す 。が 緑で 点灯し ま す 。

コ ネ ク シ ョ ン を 切断す る に は、コ ネ ク シ ョ ン を 切断す る に は、 通常通常 HDLCHDLC 接続相手機器よ り の接続相手機器よ り の DISCDISC 受信に よ り受信に よ り

行わ れま す 。行わ れま す 。

DISCDISC を 受信し たを 受信し た Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 ホ ス ト 型ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム に 対し てホ ス ト 型ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム に 対し て

コ ネ ク シ ョ ン 切断要求のコ ネ ク シ ョ ン 切断要求の FINFIN を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

((受信確認が 終了し て い ない デ ー タ 送信が あ る 場合は受信確認が 終了し て い ない デ ー タ 送信が あ る 場合は TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン はコ ネ ク シ ョ ン はリリ

セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ り 切断さ れま す 。セ ッ ト パ ケ ッ ト に よ り 切断さ れま す 。))

HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に UAUA を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

正し い 切断応答を 受信に よ り正し い 切断応答を 受信に よ り TCPTCP//IPIP タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト 時間はプ ロ グ ラ ム モ ー ドタ イ ム ウ ェ イ ト 時間はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 22//33ペ ー ジ のペ ー ジ の WAIT=nnnWAIT=nnnで 指定の 時間とで 指定の 時間と

なり ま す 。なり ま す 。

こ の 時間が 経過す る 前に 、こ の 時間が 経過す る 前に 、 HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル よ りチ ャ ン ネ ル よ り SABMSABM を 受信し て もを 受信し て も TCPTCP//IPIP ココ

ネ ク シ ョ ン 開設動作を 行い ま せ ん の で ご 注意下さ い 。ネ ク シ ョ ン 開設動作を 行い ま せ ん の で ご 注意下さ い 。

ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、 WAIT=120 (WAIT=120 (秒秒) ) で す 。で す 。

ウ ェ イ ト 時間の 設定はユ ー ザ 様環境に 合わ せ て ユ ー ザ 様の 判断に よ り 設定し てウ ェ イ ト 時間の 設定はユ ー ザ 様環境に 合わ せ て ユ ー ザ 様の 判断に よ り 設定し て

下さ い 。下さ い 。
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  第７ 章第７ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

７ －１ 　 ハ ー ド 構成、７ －１ 　 ハ ー ド 構成、 仕様仕様

HDLCHDLC 部部

ハ ー ド 構成ハ ー ド 構成

　 CPU 　 MC68302 　 モ ト ロ ー ラ

　 LANコ ン ト ロ ー ラ 　 LAN91C111 　 SMSC

　 M514270

　 HM62256

　 シ リ ア ル ト ラ ン シ ー バ 　 MAX232A 　 マ キ シ ム 相当

　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ 　 10 / 100Baseコ ネ ク タ 　 RJ45モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ

　 日立相当　 バ ッ フ ァ メ モ リ

　 Dsub25ピ ン メ ス  (RS232C/DTE配列) ま た は

　 Dsub15ピ ン メ ス  (RS422)
　 シ リ ア ル コ ネ ク タ

７ －２ 　 使用環境、７ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

【【 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00 ～～ 5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～ 8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－ 3030 ～～ 5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 AACC   

◆

AC 100V～240V (50/60Hz)

◆ 消費電流消費電流 100100V 最大V 約最大約 100100m Am A (5.5W) (5.5W)

　 2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

　 14400,28800,57600,115200,48000,64000

　 受信ク ロ ッ ク RXC入力固定

　 送信ク ロ ッ ク 自機ST1出力 or 自機ST2入力選択

　 CRC 　 CRC16 or CRC32

　 デ ー タ 符号化方式 　 NRZ or NRZI

　 ア ド レ ス 指定 　 8bit (自局、 相手局)

　 タ イ マ 指定 　 T1,T2,T4

　 Dsub25ピ ン メ ス  (DTE配列： RS232Cモ デ ル ) ま た は

　 Dsub15ピ ン メ ス  (RS422モ デ ル )

　 通信速度

　 同期ク ロ ッ ク

　 コ ネ ク タ

AC 100V～240V (50/60Hz)
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７ －３ 　 形状、７ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 180mm (180mm (ネ ジ 頭除くネ ジ 頭除く ))

高さ高さ 28.5mm (28.5mm (ク ッ シ ョ ン ラ バ ー 除くク ッ シ ョ ン ラ バ ー 除く ))

奥行奥行 185mm (185mm (コ ネ ク タ 突起部除くコ ネ ク タ 突起部除く ))

◆◆ 重量重量 約約 960g960g

◆◆ 外観図外観図 ※※ HDLC Dsub25HDLC Dsub25 ピ ン メ ス ま た は、ピ ン メ ス ま た は、 Dsub15Dsub15 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の

止め ネ ジ はど ち ら も止め ネ ジ はど ち ら も M2.6M2.6

10/100BaseHDLC

単位:mm

縮尺： Free

180

2
8
.5

1
8
5

Enet-HDLC/AC
Et her net /HDLC PROG POWER CONNECT

PROG/
PACKET
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【【 Enet-HDLCEnet-HDLC// AC AC DINDIN レ －ル 取付金具穴位置寸法図】レ －ル 取付金具穴位置寸法図】

1
8
3

4-M3

DINレ ー ル 金具用

3
6

83

9
1
.5

180

36

8
3

90
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７ －４ 　７ －４ 　 H D L CH D L C チ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ンチ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ン

①① Dsub25Dsub25//RS232CRS232C モ デ ルモ デ ル

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の Dsub25Dsub25 ピ ン は 、ピ ン は 、 DTEDTE 配列に 準拠し て い ま す 。配列に 準拠し て い ま す 。

パ ソ コ ン 等のパ ソ コ ン 等の DTEDTE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、 ク ロ ス ケ ー ブ ル と なり まク ロ ス ケ ー ブ ル と なり ま

す 。す 。モ デ ム 等のモ デ ム 等の DCEDCE配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル と なス ト レ ー ト ケ ー ブ ル と な

り ま す 。り ま す 。

※※ 記載さ れて い ない ピ ン は全て記載さ れて い ない ピ ン は全て NC (NC (未接続未接続) ) で す 。で す 。

※※ 方向方向 →→ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら の 出力信号か ら の 出力信号

←← Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC へ の 入力信号へ の 入力信号

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で は、で は、 88 番番 CDCD 入力、入力、 2222 番番 RIRI 入力は意味を 持ち ま せ ん 。入力は意味を 持ち ま せ ん 。

44 番番 RTSRTS、、 55 番番 CTSCTS、、 66 番番 DSRDSR、、 2020 番番 DTRDTR は仕様上未使用で す 。は仕様上未使用で す 。

ま た 、ま た 、 44 番番 RTSRTS 及び及び 2020 番番 DTRDTR は電源投入後、は電源投入後、 稼働状態で 常に 有効と なり ま す 。稼働状態で 常に 有効と なり ま す 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 FG － 　 フ レ ー ム グ ラ ン ド

2 TXD → 　 送信デ ー タ

3 RXD ← 　 受信デ ー タ

4 RTS → 　 送信要求

5 CTS ← 　 送信可能

6 DSR ← 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7 SG － 　 シ グ ナ ル グ ラ ン ド

8 CD ← 　 キ ャ リ ア 検出

15 ST2 ← 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

17 RXC ← 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

20 DTR → 　 デ ー タ タ ー ミ ナ ル レ デ ィ

22 RI ← 　 リ ン グ

24 ST1 → 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ
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②② Dsub15Dsub15//RS422RS422 モ デ ルモ デ ル

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の Dsub15Dsub15 ピ ン は、ピ ン は、 以下の 配列と なっ て お り ま す 。以下の 配列と なっ て お り ま す 。

接続す る 相手機器に 合わ せ て 結線す る 必要が あ り ま す 。接続す る 相手機器に 合わ せ て 結線す る 必要が あ り ま す 。

※※ 記載さ れて い ない ピ ン は全て記載さ れて い ない ピ ン は全て NC (NC (未接続未接続) ) で す 。で す 。

※※ 方向方向 →→ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら の 出力信号か ら の 出力信号

←← Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC へ の 入力信号へ の 入力信号

ピ ン 番号 信号名 方向

1   FG － 　  フ レ ー ム グ ラ ン ド

2   TXD＋ → 　  送信デ ー タ ＋

3   RTS＋ → 　  送信要求＋

4   RXD＋ ← 　  受信デ ー タ ＋

5   CTS＋ ← 　  送信可能＋

6   RXC＋ ← 　  受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ ＋

→ TCLK＝1選択時  送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ ＋

← TCLK＝2選択時  送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ ＋

8   SG － 　  シ グ ナ ル グ ラ ン ド

9   TXD－ → 　  送信デ ー タ －

10   RTS－ → 　  送信要求－

11   RXD－ ← 　  受信デ ー タ －

12   CTS－ ← 　  送信可能－
13   RXC－ ← 　  受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ －

→ TCLK＝1選択時  送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ －

← TCLK＝2選択時  送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ －

15   NC 　 　 　

説明

7   ST＋

14   ST－

◆◆ 7,147,14 番ピ ン番ピ ン STST++ ,ST,ST--はは Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACの 設定に よ り 入出力が 切り 替わ り ま す 。の 設定に よ り 入出力が 切り 替わ り ま す 。

ご 注意下さ い 。ご 注意下さ い 。

◆◆ 33，， 1010 番ピ ン番ピ ン RTSRTS++ ,RTS,RTS-- はは Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 電源投入時に電源投入時に ReadyReady と なり ま す 。と なり ま す 。

◆◆ 1515 ピ ンピ ン NCNC は未設続で す 。は未設続で す 。

◆◆ 相手相手 HDLCHDLC と 論理が 逆の 場合が あ り ま す 。と 論理が 逆の 場合が あ り ま す 。 こ の 場合は、こ の 場合は、 同じ 信号名で同じ 信号名で Enet-Enet-

HDLCHDLC// ACACのの  ( (＋＋) ) と 相手のと 相手の  ( (－－) ) をを 接続する と う ま く 通信でき る 可能性があり ま す。接続する と う ま く 通信でき る 可能性があり ま す。
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◆◆ HDLCHDLC 接続例２接続例２ （（ DTEDTE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続す る 場合）相手機器と 接続す る 場合）

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定　プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定　 TCLK= 2TCLK= 2　 選択の 場合　 選択の 場合

送信ク ロ ッ ク 及び 受信ク ロ ッ ク の ど ち ら と も に 相手機器の送信ク ロ ッ ク 及び 受信ク ロ ッ ク の ど ち ら と も に 相手機器の 24 (ST1) 24 (ST1) と なり ま す 。と なり ま す 。

相手機器の相手機器の 15 (ST2) 15 (ST2) の 処理に 関し て は接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。の 処理に 関し て は接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。

７ －５ 　７ －５ 　 H D LCH D LC 機器接続例機器接続例

◆◆ HDLCHDLC 接続例１接続例１  (DTE (DTE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続す る 場合相手機器と 接続す る 場合))

※※ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定　プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定　 TCLK= 1TCLK= 1　 選択時の 場合　 選択時の 場合

送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力　 　 　 24 (ST1)24 (ST1)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力　 17 (RXC)17 (RXC)

こ の 場合は、こ の 場合は、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの 15 (ST2) 15 (ST2) は未使用と な り ま す 。は未使用と な り ま す 。

相手機器の相手機器の 15 (ST2) 15 (ST2) の 処理に 関し て は接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。の 処理に 関し て は接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。

①① Dsub25Dsub25//RS232CRS232C モ デ ルモ デ ル

※※ 添付ケ －ブ ル と は別に 、添付ケ －ブ ル と は別に 、 ケ －ブ ル を ご 用意下さ い 。ケ －ブ ル を ご 用意下さ い 。
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◆◆ HDLCHDLC 接続例３接続例３  (DCE (DCE 配列を も つ配列を も つ HDLCHDLC 相手機器と 接続す る 場合）相手機器と 接続す る 場合）

ご 注意ご 注意 接続機器に よ っ て 、接続機器に よ っ て 、信号名の 表現が 逆の も の が あ り ま す 。信号名の 表現が 逆の も の が あ り ま す 。接続機器の ピ ン ア接続機器の ピ ン ア

サ イ ン を ご 確認下さ い 。サ イ ン を ご 確認下さ い 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル は独立同期式で す 。チ ャ ン ネ ル は独立同期式で す 。  ( (ビ ッ ト 同期ビ ッ ト 同期))

ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を 取っ て い ま すの でク ロ ッ ク 信号が無い 機器と は通ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を 取っ て い ま すの でク ロ ッ ク 信号が無い 機器と は通

信出来ま せ ん の で ご 注意下さ い 。信出来ま せ ん の で ご 注意下さ い 。 ( (DPLLDPLL回路は搭載し て い ま せ ん回路は搭載し て い ま せ ん ))

※※ Enet-HDLC/ACEnet-HDLC/ACプ ロ グ ラ ムモ ード 設定　プ ロ グ ラ ムモ ード 設定　 TCLK=nTCLK=nは相手機器の 設定に 依存し ま す。は相手機器の 設定に 依存し ま す。

▼▼ TCLK=1TCLK=1 選択時の 場合の選択時の 場合の Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 動作は以下と なり ま す 。の 動作は以下と なり ま す 。

RS232C TypeRS232C Type 送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力 24 (ST1)24 (ST1)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 17 (RXC)17 (RXC)

RS422 TypeRS422 Type 送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力送信ク ロ ッ ク は自機よ り 出力 7 (ST+ ), 14 (ST-)7 (ST+ ), 14 (ST-)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 6 (RXC+ ) ,13 (RXC-)6 (RXC+ ) ,13 (RXC-)

▼▼ TCLK=2TCLK=2 選択時の 場合の選択時の 場合の Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 動作は以下と なり ま す 。の 動作は以下と なり ま す 。

RS232C TypeRS232C Type 送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 15 (ST2)15 (ST2)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 17 (RXC)17 (RXC)

送受信ク ロ ッ ク の ど ち ら も 相手機器よ り 入力の ク ロ ッ ク で 動作と なり ま す 。送受信ク ロ ッ ク の ど ち ら も 相手機器よ り 入力の ク ロ ッ ク で 動作と なり ま す 。

RS422 TypeRS422 Type 送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力送信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 7 (ST+ ) ,14 (ST-)7 (ST+ ) ,14 (ST-)

受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 入力 6 (RXC+ ) ,13 (RXC-)6 (RXC+ ) ,13 (RXC-)

※※ 相手機器側の ク ロ ッ ク 選択方法に つ い て は、相手機器側の ク ロ ッ ク 選択方法に つ い て は、 接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。接続機器の 仕様を ご 確認下さ い 。
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②② Dsub15Dsub15//RS422RS422 モ デ ルモ デ ル

下図で は、下図で は、 送信は自機、送信は自機、 受信は相手の ク ロ ッ ク に よ る 同期と なり ま す 。受信は相手の ク ロ ッ ク に よ る 同期と なり ま す 。  ( (Enet-Enet-

HDLCHDLC// ACAC はは TCLK=1TCLK=1 の 設定の 設定))

ご 注意ご 注意 接続機器に よ っ て 、接続機器に よ っ て 、信号名の 表現が 異なる 場合が あ り ま す 。信号名の 表現が 異なる 場合が あ り ま す 。接続機器の ピ ン接続機器の ピ ン

ア サ イ ン 、ア サ イ ン 、 入出力方向を ご 確認下さ い 。入出力方向を ご 確認下さ い 。

接続機器に よ り 信号の 論理が 異なる 場合が あ り ま す の で ご 注意く だ さ い 。接続機器に よ り 信号の 論理が 異なる 場合が あ り ま す の で ご 注意く だ さ い 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル は独立同期式で す 。チ ャ ン ネ ル は独立同期式で す 。  ( (ビ ッ ト 同期ビ ッ ト 同期))

ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を 取っ て い ま すの でク ロ ッ ク 信号が無い 機器と は通ク ロ ッ ク 信号に よ り 同期を 取っ て い ま すの でク ロ ッ ク 信号が無い 機器と は通

信出来ま せ ん の で ご 注意下さ い 。信出来ま せ ん の で ご 注意下さ い 。 (DPLL (DPLL回路は搭載し て い ま せ ん回路は搭載し て い ま せ ん ))
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７ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を７ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を R S 2 3 2 CR S 2 3 2 C で 行う 場合ので 行う 場合の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ソ コ ン 等と の 接続方法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ソ コ ン 等と の 接続方法

◆◆ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの PROGRAM SWPROGRAM SW を 押し なが ら 電源を 投入す る と 、を 押し なが ら 電源を 投入す る と 、 HDLCHDLC チ ャチ ャ

ン ネ ル はン ネ ル は RS232CRS232C で 動作し プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。で 動作し プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。

LED PROGLED PROG//CONNECTCONNECTが 赤で 点灯し ま す 。が 赤で 点灯し ま す 。

◆◆ RS232CRS232Cケ ー ブ ル と パ ソ コ ン 等＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト ウ ェ ア に よ り プ ロ グ ラ ム モ ーケ ー ブ ル と パ ソ コ ン 等＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト ウ ェ ア に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー

ド の 設定が 可能で す 。ド の 設定が 可能で す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に つ い て の 詳細はプ ロ グ ラ ム モ ー ド に つ い て の 詳細は [ [第第 11 章　 通信を 行う 前の 準備章　 通信を 行う 前の 準備] ] を 参照下さを 参照下さ

い 。い 。

▼▼ RS232CRS232C 動作時の動作時の Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC (RS232C (RS232C モ デ ルモ デ ル ) ) の ピ ン ア サ イ ン 及びの ピ ン ア サ イ ン 及び PCPC

　　 と の 接続例と の 接続例

※※ 添付の添付の Dsub25Dsub25 オ ス －オ ス － Dsub9Dsub9 メ スメ ス  1.8m 1.8m ク ロ ス ケ ー ブ ル が 使用可能で す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル が 使用可能で す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの 5 (CTS) 5 (CTS) が 有効で 無い 場合、が 有効で 無い 場合、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC か ら デ ー タか ら デ ー タ

送信さ れま せ ん の で ご 注意下さ い 。送信さ れま せ ん の で ご 注意下さ い 。

※※ Dsub25Dsub25//RS232CRS232C モ デ ル に つ い て の 解説で す 。モ デ ル に つ い て の 解説で す 。 Dsub15Dsub15//RS422RS422 モ デ ル で も 同様にモ デ ル で も 同様に

非同期の非同期の RS422RS422 で 動作し ま す が 、で 動作し ま す が 、 PCPC のの RS232CRS232C ポ ー ト と 接続す る に はポ ー ト と 接続す る に は RS422/RS422/

RS232CRS232C 変換器が 別途必要と なり ま す 。変換器が 別途必要と なり ま す 。
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７ －７ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図７ －７ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図

◆◆ Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス －ピ ン オ ス － Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス 　ピ ン メ ス 　 1.8m1.8m ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図

※※ Dsub25Dsub25//RS232CRS232C モ デ ル の みに 添付と なり ま す 。モ デ ル の みに 添付と なり ま す 。

※25ピ ン 1(FG)と 両コ ネ ク タ の シ ェ ル も 接続さ れて い ま す 。
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７ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ７ －８ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ  (RJ45 )   (RJ45 )  ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

※※ 方向方向 →→ Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC

か ら の 出力信号か ら の 出力信号

←← Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC

へ の 入力信号へ の 入力信号

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC は、は、 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ と し て 、 1010//100Base100Base を 装備し て い ま 。を 装備し て い ま 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 デ ー タ 出力＋ → 　 送信線＋

2 デ ー タ 出力－ → 　 送信線－

3 デ ー タ 入力＋ ← 　 受信線＋

4 NC 　 未接続

5 NC 　 未接続

6 デ ー タ 入力－ ← 　 受信線－

7 NC 　 未接続

8 NC 　 未接続
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Ｑ ．Ｑ ． ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績が あ り ま す か ？

ＡＡ ．． UNIXUNIX マ シ ン 、マ シ ン 、 Windows2000Windows2000、、 WindowsXPWindowsXP マ シ ン 等と の 接続実績が あ り ま す 。マ シ ン 等と の 接続実績が あ り ま す 。

Ｑ ．Ｑ ． イ ー サ ネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り ま すイ ー サ ネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と あ り ま す

がが ､､ ど う い う 事で す か ？ど う い う 事で す か ？

ＡＡ ．． EnetEnetシ リ ー ズ は、シ リ ー ズ は、通常通常TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信をプ ロ ト コ ル を 使用し て イ ー サ ネ ッ ト 機器と 通信を

行い ま す 。行い ま す 。 た と え ば、た と え ば、 WindowsWindows のの PCPC とと EnetEnetが 通信を 行う 場合、が 通信を 行う 場合、 EnetEnet シ リ ー ズシ リ ー ズ

よ り 受信し たよ り 受信し た TCPTCP//IPIPデ ー タ を ど の よ う に 扱う の かデ ー タ を ど の よ う に 扱う の か  ( (画面に 表示／集計／フ ァ イ ル画面に 表示／集計／フ ァ イ ル

書き 込み等書き 込み等) ) ま た は、ま た は、 PCPC よ り ど の よ う なよ り ど の よ う な TCPTCP//IPIP デ ー タ をデ ー タ を EnetEnet シ リ ー ズ にシ リ ー ズ に 送信送信

する の か ？等はする の か ？等は､､ユ ー ザ様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま すユ ー ザ様シ ス テ ム 固有の 処理と なり ま す｡｡　 導入シ ス テ ム に 合わ　 導入シ ス テ ム に 合わ

せた ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。せた ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。　 ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン　 ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン

はは WindowsWindows 環境で あ れば、環境で あ れば、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社のマ イ ク ロ ソ フ ト 社の VCVC ＋＋や＋＋や VBVB、、 ボ －ラ ン ド 社のボ －ラ ン ド 社の

DelphiDelphi 等で 作成が 可能で す 。等で 作成が 可能で す 。

Ｑ ．Ｑ ． p ingp ing 応答は あ り ま す が 、応答は あ り ま す が 、 作成し た作成し た TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 通信と コ ネ ク シ ョ ン 開設

が 出来ま せ ん 。が 出来ま せ ん 。

ＡＡ ．． 　　 11．．Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC のの PORTPORT 番号は 正し く 設定さ れて い ま す か ？番号は 正し く 設定さ れて い ま す か ？

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC で は、で は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、ソ ケ ッ ト と 通信す る に は、 プ ロ グ ラ ム モ ープ ロ グ ラ ム モ ー

ド 内で 自機ド 内で 自機IPIP、、PORT (PORT (ソ ー ス ポ ー ト 番号ソ ー ス ポ ー ト 番号) ) と 相手と 相手IPIP、、PORT (PORT (デ ス ト ネ ー シ ョデ ス ト ネ ー シ ョ

ン ポ ーン ポ ー   ト 番号ト 番号) ) が 必要で す 。が 必要で す 。 こ れら を ご 確認下さ い 。こ れら を ご 確認下さ い 。 ま た 、ま た 、 PORTPORT番号はデ番号はデ

フ ォ ル トフ ォ ル ト でで 0000 (Hex) 0000 (Hex) と なっ て お り 、と なっ て お り 、 0000 (Hex) 0000 (Hex) の ま ま で は未設定の 扱いの ま ま で は未設定の 扱い

と なり ま す 。と なり ま す 。 　　 TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設 ( (ク ラ イ ア ン ト 型ク ラ イ ア ン ト 型))

を 行う 場合、を 行う 場合、  Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACの 相手の 相手PORT (PORT (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号))

に は仮の 値を 設定し て 下さ い 。に は仮の 値を 設定し て 下さ い 。 相手よ り の 開設要求パ ケ ッ ト の 相手相手よ り の 開設要求パ ケ ッ ト の 相手 PORTPORT

NoNo よ り 自動取得よ り 自動取得し ま す 。し ま す 。

　　 22．．PORTPORT番号の 設定方法を 確認し て 下さ い 。番号の 設定方法を 確認し て 下さ い 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACで はで は PORTPORT番号の 指定は全て番号の 指定は全て 1616 進表記で 行い ま す 。進表記で 行い ま す 。一方、一方、

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で 相手ポ ー ト 番号を 指定す る 場合は、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム で 相手ポ ー ト 番号を 指定す る 場合は、 1010 進表記を ご 使進表記を ご 使

用さ れて い る ケ ー ス が よ く あ り ま す 。用さ れて い る ケ ー ス が よ く あ り ま す 。 従っ て従っ て Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ソ ー スの ソ ー ス

ポ ー トポ ー ト NoNo を ’を ’ 10001000’’  ( (1616 進進) ) と 指定し た 場合、と 指定し た 場合、 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 内で のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 内で の

1010 進数表記に よ る 開設進数表記に よ る 開設  要求先で あ る要求先で あ る Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の ポ ー トの ポ ー ト NoNo はは

40964096 (10(10 進進) ) と す る 必要が あ り ま す 。と す る 必要が あ り ま す 。

８ －１ 　８ －１ 　 FAQ  (FAQ  (よ く あ る 質問に つ い てよ く あ る 質問に つ い て ))

  第８ 章第８ 章　 そ の 他　 そ の 他



5757

第８ 章　 そ の 他第８ 章　 そ の 他

Ｑ ．Ｑ ． EnetEnet シ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で す か ？シ リ ー ズ は ク ラ イ ア ン ト ま た は ホ ス ト ど ち ら の 動作も 可能な の で す か ？

ＡＡ ．． ど ち ら も 可能で す 。ど ち ら も 可能で す 。 基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。基本的に 以下の よ う な動作と なり ま す 。

11．． 通信条件設定モ ー ド通信条件設定モ ー ド  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ) ) に て 通信相手のに て 通信相手の IPIPア ド レ ス を 設定ア ド レ ス を 設定

し ま す 。し ま す 。 通信相手は最大通信相手は最大1818 件ま で 登録可能。件ま で 登録可能。 上記で 設定の 通信相手上記で 設定の 通信相手IPIPよ りよ り

 TCP TCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求が あ っ た 場合、コ ネ ク シ ョ ン 開設要求が あ っ た 場合、 ホ ス ト の 動作と なり ま す 。ホ ス ト の 動作と なり ま す 。

22．． EnetEnet 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は、側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は、 ク ラ イ ア ン ト 動作と な り まク ラ イ ア ン ト 動作と な り ま

す 。す 。   コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、接続さ れた接続さ れた HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り SABMSABM

コ マ ン ド を 受信す る と 、コ マ ン ド を 受信す る と 、プ ロ グ ラ ム モ －ドプ ロ グ ラ ム モ －ド 33//33ペ －ジ のペ －ジ の 11番目の テ －ブ ル に番目の テ －ブ ル に

設定さ れた 相手設定さ れた 相手IPIPへ 接続を 行い ま す 。へ 接続を 行い ま す 。 ( (他の 通信に 必要な項目も 設定さ れて他の 通信に 必要な項目も 設定さ れて

い る 必要が あ り ま す 。い る 必要が あ り ま す 。))

Ｑ ．Ｑ ． TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム か ら Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC にに TCPTCP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、

デ ー タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、デ ー タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、 再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と再び コ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と

し ま し た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。し ま し た が う ま く 行き ま せ ん で し た 。 何故で し ょ う か ？何故で し ょ う か ？

ＡＡ ．． 上記の ケ ー ス の 場合、上記の ケ ー ス の 場合、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し てソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を し て

い ま す 。い ま す 。 　 こ の 場合、　 こ の 場合、 ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。ソ ケ ッ ト 側が ク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す 。 こ の 場合、こ の 場合、 同じ同じ

相手相手 (IP (IP//PORT) PORT) に 対し て の 接続に はに 対し て の 接続に は22分間の 待ち 時間が 必要で あ る と い う プ ロ ト分間の 待ち 時間が 必要で あ る と い う プ ロ ト

コ ル 上の 決ま り が あ り ま す 。コ ル 上の 決ま り が あ り ま す 。 　　 待ち 時間を 無く す に は、待ち 時間を 無く す に は、 ご 使用の マ シ ン 環境やご 使用の マ シ ン 環境や

プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要と なり ま す 。プ ロ グ ラ ム 環境で の 対応が 必要と なり ま す 。 メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。メ ー カ ー に お 問い 合わ せ 下さ い 。

尚、尚、Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合も 同様の 動作側よ り コ ネ ク シ ョ ン 開設／終了を 行っ た 場合も 同様の 動作

と なり ま す 。と なり ま す 。

待ち 時間を 変え る に は、待ち 時間を 変え る に は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内 22//33 ペ ー ジ のペ ー ジ の WAITWAIT＝＝ 120 (120 (単位秒単位秒))

の 設定を 変更し ま す 。の 設定を 変更し ま す 。 　 値の 変更はユ ー ザ 様の 責任に お い て 実行し て 下さ い 。　 値の 変更はユ ー ザ 様の 責任に お い て 実行し て 下さ い 。
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Ｑ ．Ｑ ． 通信出来ま せ ん 。通信出来ま せ ん 。 　 何故で す か ？　 何故で す か ？

Ａ ．Ａ ． ど の 部分の 障害なの か を 切り 分け を し なが ら 確認し て 下さ い 。ど の 部分の 障害なの か を 切り 分け を し なが ら 確認し て 下さ い 。

22 つ の 部分に 分け て 考え ま す 。つ の 部分に 分け て 考え ま す 。そ し て ひ と つ づ つ 確認し なが ら 障害原因を 探し てそ し て ひ と つ づ つ 確認し なが ら 障害原因を 探し て

下さ い 。下さ い 。

１１ .. イ ー サ ネ ッ ト 相手機器とイ ー サ ネ ッ ト 相手機器と Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC 間間 ( (イ ー サ ネ ッ ト 部分イ ー サ ネ ッ ト 部分))

物理的な接続は問題ない か ？物理的な接続は問題ない か ？((相手機器よ り相手機器よ り pingping要求を 送出し て 応答要求を 送出し て 応答あ り ？あ り ？))

設定し た設定し た IPIP ア ド レ ス ／ポ ー ト Ｎ ｏ 等に 間違え はない か ？ア ド レ ス ／ポ ー ト Ｎ ｏ 等に 間違え はない か ？

異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間通信を し て い ない か ？異なる ネ ッ ト ワ ー ク 間通信を し て い ない か ？ ( (セ グ メ ン ト 間通信セ グ メ ン ト 間通信))

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器はク ラ イ ア ン ト 動作か ホ ス ト 動作か ？イ ー サ ネ ッ ト 通信相手機器はク ラ イ ア ン ト 動作か ホ ス ト 動作か ？

２２ .. Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC とと HDLCHDLC 相手機器間相手機器間 (HDLC (HDLC 部分部分))

ケ ー ブ ル 結線は誤っ て い ない か ？ケ ー ブ ル 結線は誤っ て い ない か ？ ( (ク ロ ッ ク 等ク ロ ッ ク 等))

通信条件の 設定に 問題はない か ？通信条件の 設定に 問題はない か ？ ( (ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 デ ー タ 符号化方式等デ ー タ 符号化方式等))

LAPLAP--BB プ ロ ト コ ル に よ り 動作し て い る か ？プ ロ ト コ ル に よ り 動作し て い る か ？

イ ー サ ネ ッ ト 通信相手の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ホ ス ト 型の 場合は、イ ー サ ネ ッ ト 通信相手の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ホ ス ト 型の 場合は、 HDLCHDLC

相手機器よ り相手機器よ り SABMSABM コ マ ン ド がコ マ ン ド が Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に 対し て 送信さ れない とに 対し て 送信さ れない と

接続し ま せ ん 。接続し ま せ ん 。 　 ま た 、　 ま た 、 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合で 、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合で 、

HDLCHDLC相手機器よ り相手機器よ り SABMSABMコ マ ン ド が 送信さ れて い る 場合は、コ マ ン ド が 送信さ れて い る 場合は、タ イ ミ ン グ にタ イ ミ ン グ に

よ り 接続出来ない 場合が あ り ま す 。よ り 接続出来ない 場合が あ り ま す 。
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８ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内８ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACはフ ラ ッ シ ュはフ ラ ッ シ ュ ROMROM を 搭載し て お り 、を 搭載し て お り 、最新の フ ァ －ム ウ ェ ア へ の 書最新の フ ァ －ム ウ ェ ア へ の 書

き 換え が 可能で す 。き 換え が 可能で す 。

フ ァ －ム ウ ェ ア へ の 書き 換え は、フ ァ －ム ウ ェ ア へ の 書き 換え は、 RS232CRS232C ま た はイ －サ ネ ッ ト を 使用し て い ま す 。ま た はイ －サ ネ ッ ト を 使用し て い ま す 。

書き 換え 方法など の 詳細に つ き ま し て は、書き 換え 方法など の 詳細に つ き ま し て は、 弊社ホ －ム ペ －ジ の フ ァ ー ム ウ ェ ア バ ー弊社ホ －ム ペ －ジ の フ ァ ー ム ウ ェ ア バ ー

ジ ョ ン ア ッ プ を ご 参照く だ さ い 。ジ ョ ン ア ッ プ を ご 参照く だ さ い 。

ご 注意ご 注意 フ ァ －ム ウ ェ ア の ア ッ プ グ レ －ド 作業は、フ ァ －ム ウ ェ ア の ア ッ プ グ レ －ド 作業は、お 客様ご 自身の 責任で 行っ て く だお 客様ご 自身の 責任で 行っ て く だ

さ い 。さ い 。 　 ア ッ プ グ レ －ド 作業中は 、　 ア ッ プ グ レ －ド 作業中は 、 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC の 電源や ケ －ブ ル をの 電源や ケ －ブ ル を

抜か ない で く だ さ い 。抜か ない で く だ さ い 。

現行フ ァ －ム の現行フ ァ －ム の ROMVerROMVer／日付と バ －ジ ョ ン ア ッ プ を 行う フ ァ イ ル の／日付と バ －ジ ョ ン ア ッ プ を 行う フ ァ イ ル の VerVerをを

確認し て く だ さ い 。確認し て く だ さ い 。

８ －２ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新８ －２ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新

ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC に 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談は、ご 相談は、 弊社ユ ー ザ サ ポ ー弊社ユ ー ザ サ ポ ー

ト 課ま で お 問い 合わ せ 下さ い 。ト 課ま で お 問い 合わ せ 下さ い 。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 ( 代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( ( 祝祭日は 除く祝祭日は 除く ))

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E-mai lE-mai l suppor t @dat a-l i nk. co. j psuppor t @dat a-l i nk. co. j p
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８ －４ 　 付録　 用語解説８ －４ 　 付録　 用語解説

■■ ACK NoACK No

Acknowledgment NumberAcknowledgment Numberの 略での 略で TCPTCPプ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処プ ロ ト コ ル に て 受信パ ケ ッ ト を ど こ ま で 処

理し た か を 示す も の で す 。理し た か を 示す も の で す 。

■■ ARPARP

AddressResolutionProtocolAddressResolutionProtocol の 略での 略で IPIP ア ド レ ス か ら ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得るア ド レ ス か ら ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス を 得る

為の プ ロ ト コ ル で す 。為の プ ロ ト コ ル で す 。

■■ ICMPICMP

Internetwork Control Message ProtocolInternetwork Control Message Protocolの 略での 略で IPIPネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ーネ ッ ト ワ ー ク 上に 発生し た エ ラ ー

等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル 。等さ ま ざ ま な情報を や り と り す る プ ロ ト コ ル 。

■■ IPIP ア ド レ スア ド レ ス

IIPPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、OSI7OSI7層モ デル のネ ッ ト ワ ー ク 層に お いて 機器を 識別する 番号で す層モ デル のネ ッ ト ワ ー ク 層に お いて 機器を 識別する 番号で す。。

ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、ネ ッ ト ワ ー ク に 接続す る 場合に 、他の 機器と 異なる他の 機器と 異なる IPIPア ド レ ス が 設定さ れて い なア ド レ ス が 設定さ れて い な

く て はなり ま せ ん 。く て はなり ま せ ん 。 も し 、も し 、 同じ同じ IPIPア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、ア ド レ ス が 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内に 存在す る と 、

正常な正常な LANLAN を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。を 構築す る 事が 出来ま せ ん 。 Enet-HDLCEnet-HDLC// ACAC にに IPIP ア ド レ ス を 設定ア ド レ ス を 設定

す る 際に は、す る 際に は、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、シ ス テ ム 管理者等に ご 相談の 上、正し い正し い IPIPア ド レ ス を 設定す る 必要ア ド レ ス を 設定す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。 IPIP ア ド レ ス はア ド レ ス は 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 通常通常 88 ビ ッ トビ ッ ト

(1(1 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を ド ッ ト で 区切り 、単位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

■■ MACMAC ア ド レ スア ド レ ス

機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。機器固有の ハ ー ド ウ ェ ア ア ド レ ス で す 。 デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理デ ー タ リ ン ク 層で 定義さ れる 物理ア ドア ド

レ ス 。レ ス 。 イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス と も 言わ れま す 。 EnetEnet シ リ ー ズ は、シ リ ー ズ は、 IEEEIEEE よ り 個別よ り 個別

のの MACMACア ド レ ス が 割り 当て ら れ、ア ド レ ス が 割り 当て ら れ、11台台11台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て あ台異なる ア ド レ ス を 出荷時に 設定し て あ

り ま す 。り ま す 。 こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。こ れはハ ー ド 個別の 固有値で す か ら 変更出来ま せ ん 。

0000：： C0C0：： 8484：： hhhh：： hhhh：： hhhh

  割当部分　 　割当部分　 　   個々の 番号個々の 番号

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス は、 4848 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (6 (6 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 　 通常　 通常88 ビ ッ トビ ッ ト

(1(1 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を コ ロ ン で 区切り 、単位を コ ロ ン で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1616 進数で 示し ま す 。進数で 示し ま す 。

■■ PORTPORT番号番号

送信元、送信元、 宛先を 識別す る 為の 番号で す 。宛先を 識別す る 為の 番号で す 。 　 ポ ー ト 番号は、　 ポ ー ト 番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バ イ トバ イ ト ))

で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 　　

送信元ポ ート 番号を送信元ポ ート 番号を SourcePortSourcePort　 宛先ポ ート 番号を　 宛先ポ ート 番号を DestinationPortDestinationPort番号と 呼びま す。番号と 呼びま す。

ポ ー ト 番号のポ ー ト 番号の 00～～1024 (400H) 1024 (400H) ま で はウ ェ ル ノ ン ポ ー ト と し て 予約さ れて い ま す 。ま で はウ ェ ル ノ ン ポ ー ト と し て 予約さ れて い ま す 。

ソ ケ ッ ト 等で 使用す る 場合は、ソ ケ ッ ト 等で 使用す る 場合は、 上記以外で 使用さ れて い な番号を 使用し ま す 。上記以外で 使用さ れて い な番号を 使用し ま す 。
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■■ SEQ NoSEQ No

Sequence NumberSequence Number の 略で 、の 略で 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ップ ロ ト コ ル に て デ ー タ 全体に お け る そ の パ ケ ッ

ト の セ グ メ ン ト 位置を し め す 。ト の セ グ メ ン ト 位置を し め す 。

■■ TELNETTELNET

TELNETTELNETは、は、ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。ネ ッ ト ワ ー ク を 介し て リ モ ー ト 端末を 接続す る 為の プ ロ ト コ ル で す 。

■■ DPLL (Dig ital Phase Lock Loop)DPLL (Dig ital Phase Lock Loop)

上記回路が あ る と 外部か ら の 受信ク ロ ッ ク 無し で 受信を 行う 事が で き ま す 。上記回路が あ る と 外部か ら の 受信ク ロ ッ ク 無し で 受信を 行う 事が で き ま す 。

Enet-HDLCEnet-HDLC// ACACは上記回路を 未搭載の 為、は上記回路を 未搭載の 為、受信し た デ ー タ と 同期し た ク ロ ッ ク受信し た デ ー タ と 同期し た ク ロ ッ ク

の 入力が ない と デ ー タ を 正し く 受信出来ま せ ん 。の 入力が ない と デ ー タ を 正し く 受信出来ま せ ん 。
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保証規定保証規定

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、 保証期間内に 万一故障し保証期間内に 万一故障し

た 場合、た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、 受領後直ち に受領後直ち に

梱包を 開け 、梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書は ご ざ い ま せ ん 。保証書は ご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を 超え る 六物質指令基準値を 超え る 六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ム ウ ム 、カ ド ム ウ ム 、 六価ク ロ ム 、六価ク ロ ム 、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が 含ま れて い た 場合は 、が 含ま れて い た 場合は 、 購入後購入後 11 年以内に 限り 製品の 交換も し く は、年以内に 限り 製品の 交換も し く は、 部品部品

に 含有し て い た 場合は そ の 部品の みの 交換に 含有し て い た 場合は そ の 部品の みの 交換 ( (修理修理) ) と な り ま す 。と な り ま す 。

保証の 総額は製品価格が 限度と な り ま す 。保証の 総額は製品価格が 限度と な り ま す 。

33 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社はそ の 責当社はそ の 責

任を 負わ ない も の と し ま す 。任を 負わ ない も の と し ま す 。

44 次の よ う な 場合に は 、次の よ う な 場合に は 、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は 改造、あ る い は 改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の 災害、落雷等の 災害、 あ る い は 異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障お よあ る い は 異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障お よ

び 損傷。び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

55 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は原則製補修用部品の 保有期間は原則製

造終了後造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に よ り 修部品メ ー カ の 製造中止など に よ り 修

理で き な い 場合が あ り ま す 。理で き な い 場合が あ り ま す 。

66 次の よ う な 場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な 場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB 基板全損、基板全損、 ICIC 全損な ど 、全損な ど 、 故障故障

状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

77 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。 当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と

なり ま す 。なり ま す 。

88 上記保証内容は 、上記保証内容は 、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。
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